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令令
和
７
年
国
勢
調
査

和
７
年
国
勢
調
査

　
国
勢

　
国
勢
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

調
査
員
を
募
集
し
ま
す

■
国
勢
調
査
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）
10
月
１
日
を
基

準
と
し
て
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
に
住
む
全
て
の

人
と
世
帯
を
対
象

と
し
た
基
本
的
か

つ
重
要
な
統
計
調

査
で
あ
り
、
５
年

に
一
度
の
各
種
施

策
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
る
大
切
な
調
査
で
す
。

　

町
で
は
、
２
３
０
の
調
査
区
が
あ
り
、
約

１
６
０
人
の
調
査
員
が
必
要
と
な
る
た
め
、

国
勢
調
査
に
従
事
し
て
く
だ
さ
る
方
を
広
く

募
集
し
ま
す
。

■
調
査
員
の
主
な
仕
事
（
予
定
）

①�

調
査
員
説
明
会
に
参
加（
８
月
下
旬
～
９

月
上
旬
）

②
担
当
す
る
地
域
の
確
認（
９
月
上
旬
）

③
調
査
説
明
と
書
類
の
配
布（
９
月
中
旬
）

④
調
査
票
の
回
収（
10
月
上
旬
～
中
旬
）

⑤�

調
査
票
の
整
理
と
提
出（
10
月
中
旬
～
下
旬
）

■
報
酬

１
～
２
調
査
区（
40
～
１
４
０
世
帯
）

約
４
～
９
万
円

※�

担
当
す
る
調
査
区
数
な
ど
に
よ
り
金
額
は

変
動
し
ま
す
。

■
従
事
期
間

８
月
下
旬
か
ら
10
月
ま
で
の
約
２
か
月
間

■
応
募
資
格

①�

20
歳
以
上
の
心
身
と
も
に
健
康
な
方（
学

生
も
可
）

②�

担
当
調
査
区
を
巡
回
し
、
責
任
を
も
っ
て

調
査
票
の
配
布
・
回
収
が
で
き
る
方

③�

警
察
・
選
挙
事
務
等
に
直
接
関
係
の
な
い

方
④�

調
査
で
知
り
得
た
秘
密
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
方

⑤�
暴
力
団
員
、
そ
の
他
の
反
社
会
的
勢
力
に

該
当
し
な
い
方

■
応
募
方
法

　

４
月
30
日（
水
）ま
で
に
、
企
画
課
ま
た
は

各
支
所
で
配
布
す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
企
画
課
ま
た
は
各
支
所
へ
、
郵
送
、

メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直
接
持
参
に
よ
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
下
記
２
次
元
コ
ー

ド
か
ら
直
接
申
込
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※�

申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

応
募
い
た
だ
い
た
全
て
の
方
が
調
査
に
従

事
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
従
事
い
た

だ
け
る
方
に
は
、
８
月
中
旬
ま
で
に
説
明

会
等
の
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

【
総
務
部
企
画
課
】

〒
０
９
９
‐
０
４
９
２

遠
軽
町
１
条
通
北
３
丁
目
１
番
地
１

☎
42
‐
４
８
１
８ 

FAX
42
‐
３
６
８
８

  k
ik

a
k
u
@

e
n
g
a
ru

.jp

ま
た
は
各
支
所

【
生
田
原
支
所
】
〒
０
９
９
‐
０
７
０
１

遠
軽
町
生
田
原
３
３
９
番
地
１

☎
45
‐
２
０
１
１ 

FAX
45
‐
２
０
２
５

【
丸
瀬
布
支
所
】
〒
０
９
９
‐
０
２
０
３

遠
軽
町
丸
瀬
布
中
町
１
１
５
番
地
２

☎
47
‐
２
２
１
１ 

FAX
47
‐
２
１
２
８

【
白
滝
支
所
】
〒
０
９
９
‐
０
１
１
１

遠
軽
町
白
滝
１
３
８
番
地
１

☎
48
‐
２
２
１
１ 

FAX
48
‐
２
３
７
４

▲ 国 勢 調 査2025

キャンペーンサイト
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3 令和５年１月号

■意見を募集する案件
第３期“縁（えん）があるまち”遠軽町まち・ひと・
しごと創生総合戦略（案）
■戦略案の閲覧場所等
・役場２階企画課
・生田原支所
・丸瀬布支所
・白滝支所
※町ホームページにも掲載しています。
■戦略案の閲覧期間・募集期間
３月３日（月）から18日（火）まで
■意見を提出できる方
・町内在住の方
・町内の事業所に勤めている方
・町内の学校に在学している方
・町内に事業所等を有する個人・法人・団体
■意見の提出方法
（１）�企画課及び各支所に備え付けの意見提出用紙

または任意の様式に住所、氏名（団体名・代表

者氏名）、意見を記載し、持参・郵便・ＦＡＸ
・電子メールのいずれかの方法で提出してく
ださい。

　　�持参の場合は、企画課または各支所に提出し
てください。

（２）電子申請
　　�右記２次元コードを読み込み電子申

請により意見することができます。
■提出された意見の取扱い
・�提出された意見は、戦略策定の参考とします。
・��提出された意見の概要や意見に対する町の考え
方は、住所、氏名などの個人情報を除いて公表
します。

・�提出された意見に対する個別の回答は行いません。
　

問企画課
〒099-0492　
遠軽町１条通北３丁目１番地１

☎42‐4818　FAX42‐3688　  kikaku@engaru.jp

　町では、平成27年度に「遠軽町人口ビジョン」と、令和２年度に、これを踏まえた、「第
２期“縁（えん）があるまち”遠軽町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、これまで、
本町の地方創生に取り組んできました。
　この総合戦略の期間は令和６年度までとなっていることから、現在、「第３期“縁（えん）
があるまち”遠軽町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定を進めています。
　このたび、第３期総合戦略（案）を取りまとめましたので、次のとおり案に対するご意
見を町民の皆さんから募集します。

第３期“縁（えん）があるまち”遠軽町まち・ひと・しごと第３期“縁（えん）があるまち”遠軽町まち・ひと・しごと
創生総合戦略（案）に対するご意見を募集します創生総合戦略（案）に対するご意見を募集します

遠軽町行政改革推進計画（案）に対するご意見を募集します遠軽町行政改革推進計画（案）に対するご意見を募集します
　このたび、第４次遠軽町行政改革大綱に基づき、行政改革の取組を一層推進することを
目的に、遠軽町行政改革推進計画（案）を取りまとめました。
　本計画の策定の趣旨としまして、平成17年10月に当時非常に厳しい財政状況にあった
旧４町村同士が、町村合併という「自治体最大の行革」の道を選ばなければならなかった状
況を忘れることなく、二度と同じ状況にさせないという強い思いの下、将来にわたり安定
した行財政基盤を維持していくため、行政改革の取組を一層推進することを目的とするも
ので、本計画の策定に当たり、次のとおり町民の皆さんからのご意見を募集します。

■意見を募集する案件
遠軽町行政改革推進計画（案）
■計画案の閲覧場所等
・役場２階カウンター
・生田原支所
・丸瀬布支所
・白滝支所
※町ホームページにも掲載しています。
■計画案の閲覧期間・募集期間
３月19日（水）まで
■意見を提出できる方
・町内在住の方
・町内の事業所に勤めている方
・町内の学校に在学している方
・町内に事業所等を有する個人・法人・団体
■意見の提出方法
（１）�役場及び各支所に備え付けの意見提出用紙ま

たは任意の様式に住所、氏名（団体名・代表者
氏名）、意見を記載し、持参・郵便・ファック

ス・電子メールのいずれかの方法で提出して
ください。

　　�持参の場合は、財政課または各支所に提出し
てください。

（２）電子申請
　　�右記２次元コードを読み込み電子申

請により意見することができます。
■提出された意見の取扱い
・提出された意見は、計画策定の参考とします。
・�提出された意見の概要や意見に対する町の考え
方は、住所、氏名などの個人情報を除いて公表
します。

・提出された意見に対する個別の回答は行いません。
　

問財政課
〒099-0492
遠軽町１条通北３丁目１番地１
☎42 - 4377　FAX42 - 3688

 zaisei@engaru.jp

　

▲町ホームページ
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令和７年３月号 4

　令和６年中における当消防本部管内の火災発生件数は、19

件となっており、建物火災10件、車両火災２件、その他の火

災７件となっています。

　町別では、遠軽町で12件、湧別町で４件、佐呂間町で３件

の火災が発生しています。

　火災損害状況については、建物焼損床面積1,173㎡、建物

焼損表面積31㎡、車両焼損台数２台で、損害額は31,028千

円の大変貴重な財産が失われ、また、火災による死者は１人

で、負傷者は３人となっています。

　用途別では、建物火災のうち養畜舎の火災が最も多く、４

件発生しています。また、１か月当たりの火災発生件数は、

１.６件となっています。

　原因別の件数が多い順にみると、「配線器具」３件、「たばこ」

３件、「ストーブ」２件と、多くは火気の取扱いの不注意や不

始末から発生しています。

　配線器具（テーブルタップ、延長コード及びマルチタップなど）による事故が増加傾向にあり、全国的に

５年間で２倍になっています。ほこりがたまったまま放置したり、机や椅子の脚で踏むなど繰り返し負荷

を加えたり、接続可能な最大消費電力を超えて使用したりすると、火災につながる恐れがあります。改め

て配線器具やその使用状況をチェックして、事故を未然に防ぎましょう。

　当消防本部管内では、全ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務化され10年以上が経過し、交換時期

を超えた機器が多く存在していることが予想されます。また、設置状況アンケートの結果から定期的に点

検を行っている世帯は約４割で、電池切れや故障も確認されています。全国において住宅火災による死者

の半数が「逃げ遅れ」であり、大切な家族の命を住宅火災から守るためにも、住宅用火災警報器を設置し適

切な維持管理を行う必要があります。今後、消防機関といたしましては、より一層の住宅防火対策の推進、

火災予防啓発活動の強化を図るとともに、住民一人一人の防火意識の高揚に努めてまいります。

令和６年令和６年火災発生火災発生概況概況

近年の火災近年の火災
発生状況発生状況

出火件数 焼損状況

損害額

（千円）
死
者

負
傷
者

焼
損
棟
数

り
災
世
帯
数

り
災
人
員
数

建物

林
野

車
両

そ
の
他

合
計

床面積

（㎡）

表面積

（㎡）

林野

（ａ）

車両

（台）全
焼

半
焼

部
分
焼

ぼ
や

消防本部管内

令和６年 ２ ２ １ ５ 0 ２ ７ 19 1,173 31 ０ ２ 31,028 １ ３ 15 ４ ９

令和５年 ３ ０ ２ ５ 0 ５ ８ 23 246 21 ０ ７ 10,020 １ ３ 12 ８ ８

令和４年 ２ ０ １ ３ 0 ４ ４ 14 300 61 ０ ５ 42,646 ２ ３ 10 ７ 13

■放火・放火疑い ■たばこ ■コンロ

■配線器具 ■火遊び ■ストーブ

身近にある火災の原因身近にある火災の原因

火災発生概況　救急・救助出場概況火災発生概況　救急・救助出場概況

　家の周りに置かれた不用品やごみス
テーションなどに放火される
火災が全国各地で発生してい
ます。普段から放火され
ない環境作りを行いま
しょう！

　たばこの小さな火種は、
小さな火でもくすぶり続
け、数時間経過してから燃
え上がることがあります。
たばこの始末は喫煙者のマ
ナーです！

　鍋を火にかけていることを忘れてしま
い、気づいたころには鍋から
炎が上がり、火災に至るケー
スが特に多いです。火のつい
たコンロから離れるときは
しっかり火を消しましょう！

　電気配線のショートやト
ラッキングによりコンセン
トから出火することがあり
ます。定期的に清掃を行いま
しょう！

　ライターやマッチは子ども
の手の届かないところで保管
しましょう！小さな子は好奇
心旺盛なので特に注意しなけ
ればなりません！

　ストーブの周りに燃えやすいものは置い
ていませんか？また、適切に
使用できていますか？ストー
ブから火災に至るケースは毎
年のように発生しています！
ご自宅のストーブを今一度、
点検しましょう！
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遠軽地区広域組合消防本部遠軽地区広域組合消防本部

令和６年令和６年救急・救助出場救急・救助出場概況概況
■救急出場及び搬送人員の状況
　令和６年中における救急出場件数は、1,775件（対前年比63件増）、搬送人員は1,681人（対前年比98人増）で、
出場件数・搬送人員ともに昨年より増加しています。
　これは、１日に平均すると４件出場し、４人を医療機関へ搬送したことになります。
■月別救急出場件数及び搬送人員
　令和６年中における救急搬送人員を月別に比較すると、８月が165人と最も多く、続いて12月が161人、10
月が148人の順となっています。
■事故種別
　令和６年中における救急出場件数を事故種別ごとにみると、「急病」が最も多く1,118件と全体の約63％を占め
ており、次いで「一般負傷」が264件（約15％）、「転院搬送（その他に含む）」が248件（約14％）の順となっていま
す。
■時間帯別出場件数
　令和６年中における救急出場件数を時間帯別で比較すると、午前中の８時から10時までの時間帯が最も多く、
続いて12時から14時までの時間帯の順になっています。

【救急車の適正利用について】
　救急車は、災害などの緊急時に病院へ搬送するために重要な町民の共有財産です。
　緊急ではないのに救急車を要請すると、一刻を争う救急出動に即座に対応できない場合が生じてきます。今
後も、救急車の適正利用にご理解ご協力をお願いします。

【サイレンは命のために鳴らしています】
　救急車は、緊急時に安全かつ迅速に現場に赴き、病院へ搬送するためにサイレンを鳴らしています。これは、
道路交通法に定められており、サイレンを鳴らさなければ、緊急車両としてのさまざまな法令上の特例が適用
されなくなりますので、救急車のサイレンの吹鳴と緊急走行にご理解とご協力をお願いします。
■救助出場の概況
　令和６年中の救助出場件数は21件、救助人員は12人となりました。前年と比較すると出場件数は２件減少し、
救助人員は１人増加しています。
　事故種別ごとに見ると、出場件数が最も多いのは「交通事故」の16件、次いで「その他の事故」が３件、次いで

「水難事故」が２件となり救助出場の大半が「交通事故」に伴うものでした。
　近年の都市整備により建物は高層化が進み、主要道路も交通網の整備に伴い高速化されています。また、雪
道のアイスバーン等による交通事故も増加しています。
　災害や事故は益々複雑多様化し、これらの災害等に的確に対応するために、訓練・研修等を重ね、より高度
な知識・技術の習得に努め救助体制の充実・強化を図ってまいります。

救急出場件数救急出場件数 火災
自然

災害

水難

事故

交通

事故

労働

災害

運動

競技

一般

負傷
加害

自損

行為
急病

その他

合計転院

搬送

医師

搬送
資機材
等輸送

その他

消
防
本
部
管
内

令和６年

出場件数 ２ ０ ３ 72 46 9 264 ２ ８ 1,118 248 ０ ０ ３ 1,775

不搬送人員 ０ ０ ０ 10 ２ ０ 14 ０ ３ 68 ３ ０ ０ ３ 103

搬送人員 ２ ０ ３ 70 44 ９ 250 ２ ５ 1,051 245 ０ ０ ０ 1,681

令和５年

出場件数 ２ ０ ２ 76 34 ５ 256 ２ 14 1,084 230 ０ ０ ７ 1,712

不搬送人員 ２ ０ ０ 20 １ ０ 10 ０ ６ 85 ２ ０ ０ ７ 133

搬送人員 ０ ０ ２ 60 33 5 246 ２ ８ 999 228 ０ ０ ０ 1,583

う
ち
遠
軽
町

令和６年

出場件数 ２ ０ ０ 42 19 ５ 159 ２ ５ 696 198 ０ ０ ２ 1,130

不搬送人員 ０ ０ ０ ７ １ ０ ６ ０ １ 42 ３ ０ ０ ２ 62

搬送人員 ２ ０ ０ 42 18 ５ 153 ２ ４ 654 195 ０ ０ ０ 1,075

令和５年

出場件数 ２ ０ １ 50 12 １ 147 １ ８ 616 184 ０ ０ ５ 1,027

不搬送人員 ２ ０ ０ 15 １ ０ ５ ０ ５ 47 １ ０ ０ ５ 81

搬送人員 ０ ０ １ 37 11 １ 142 １ ３ 569 183 ０ ０ ０ 948

※１件の出場で複数人搬送している場合があります。出場件数＝搬送・不搬送人員ではありません。

救助出場件数救助出場件数 火災
交通

事故

水難

事故

自然

災害
機械 建物

ガス

酸欠
破裂 その他 合計

消
防
本
部
管
内

令和６年

出場件数 ０ 16 ２ ０ ０ ０ ０ ０ ３ 21

活動件数 ０ ８ １ ０ ０ ０ ０ ０ ２ 11

救助人員 ０ 10 １ ０ ０ ０ ０ ０ １ 12

令和５年

出場件数 ０ 20 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ 23

活動件数 ０ 10 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 11

救助人員 ０ 10 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 11

※１件の出場で複数人救助している場合や、救助活動の必要がなかった出場があります。出場件数＝活動件数・救助人員ではありません。

道北ドクターヘリ出場件数道北ドクターヘリ出場件数 要請件数
出場件数

施設間搬送 緊急外来搬送 救急現場出場 合計

消防本部管内
出場件数

令和６年 14 ３ ０ 11 14

令和５年 ６ ２ １ ３ ６
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より一層気を引き締めて

交通栄誉章緑十字金章交通安全功労者の受賞に係る報告会

　１月21日、交通栄誉章緑十字金章（交通安全功労者）を受賞

した遠軽舗道社長の渡辺勉さんが遠軽警察署の宮下英昭署長と

遠軽地区交通安全協会遠軽支部の乾禧實支部長の下を訪れ、受

賞報告が行われました。このたびの受賞は、過去10年間事故

の責任による交通事故、その他罰金以上の刑にあたる犯罪行為

がなく、多年にわたり交通安全のために献身的に尽力するなど、

交通安全に大きく貢献していることが認められたものです。

　渡辺さんは「事故防止に向けてより一層気を引き締めていき

たいと思います」と受賞の喜びを話していました。

会場が一体となって楽しめるコンサート

ニューイヤーコンサート

　１月26日、芸術文化交流プラザ・メトロプラザで、美幌町の

ビッグバンド「サウンドアーク」（岡島一恵代表）と遠軽青少年吹

奏楽団（井上幸次団長）との共演による「ニューイヤーコンサート」

が行われました。約230人の観客が訪れたコンサートは、両団体

による合奏や、それぞれの団体による単独演奏も披露されたほ

か、美幌町の特産品などをもらえる「生演奏で抽選会」などバラエ

ティーに富んだ演出で、会場は一体となって盛り上がりました。

�

町内在住の廣井晃彦さんが全国大会で優勝

第24回全日本自動車整備技能競技大会

　昨年11月に東京で開催された、自動車整備の腕を競う「第24

回全日本自動車整備技能競技大会」に町内在住の廣井晃彦さん

が出場し、全国から47チームが参加した大会で見事に優勝を

果たしました。10月から仕事後に北見市に通い、週３日練習

を重ねてきた廣井さんは「当日は緊張はしたが、やるべきこと

は全てやれました。競技終了後は、細かい所の改善点があった

ので、優勝できて驚きました」と大会の感想を述べていました。

�

いろいろな職業に興味津々

職業体験イベント「遠軽キッズワーク」

　１月26日、芸術文化交流プラザ・メトロプラザで職業体験

イベント「遠軽キッズワーク」が開催されました。これは、遠軽

商工会議所青年部の定住化促進事業の一環として行われたもの

で、町内にある８つの企業が参加し、それぞれの企業で職業体

験が行われました。このうち、松原建設＆ゆたか木舎の職業体

験では、ネジを入れる機械や手際のよい職員たちの技術を見て、

子どもたちはとても興味津々の様子でした。
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�

吹奏楽のまちとして初開催

第１回ＳＡＫＵＲＡ　ＪＡＰＡＮ管打楽器コンテスト

　２月８日、芸術文化交流プラザ・メトロプラザで、「第１回Ｓ

ＡＫＵＲＡ　ＪＡＰＡＮ管打楽器コンテスト」が行われました。

これは、同プラザの優れた音響を持ち、「吹奏楽のまち」として

音楽の盛んな町ということで、今回第１回目のコンテストが遠

軽町で開催されました。審査委員長は遠軽高校吹奏楽局顧問の

高橋利明教諭が務め、中学生から一般まで20人以上が演奏を

披露。たくさんの観客が訪れ、演奏に耳を傾けていました。

�

雪が降る中でも楽しんでいました

第10回えんがる屋台村「雪提灯」

　２月８日、えんがる球場駐車場特設会場で、第10回えんが

る屋台村「雪提灯」が開催されました。同実行委員会（実行委員

長：遠軽青年会議所　早坂侑起理事長）が中心となり行われた

イベントには、ジャンボ滑り台をはじめ、自衛隊による雪上車

乗車体験やストラックアウトなど盛りだくさんの内容。この日

は、１日雪が降っていたにもかかわらず、会場には多くの方々

が来場し、イベントを楽しんでいました。

テ
ロ
対
策
遠
軽
・
湧
別
・
佐
呂
間
地
区

テ
ロ
対
策
遠
軽
・
湧
別
・
佐
呂
間
地
区

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
会
議

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
会
議

　

１
月

　

１
月
2828
日
、
遠
軽
警
察
署
に
お
い
て
、
テ
ロ
対
策
遠
軽
・
湧
別
・
佐
呂
間
地
区
パ
ー

日
、
遠
軽
警
察
署
に
お
い
て
、
テ
ロ
対
策
遠
軽
・
湧
別
・
佐
呂
間
地
区
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
議
は
、
遠
軽
警
察
署
と
町
な
ど
の
構
成
機
関
（
町
な
ど
９
機
関
）
相
互
に
お
け
る

　

同
会
議
は
、
遠
軽
警
察
署
と
町
な
ど
の
構
成
機
関
（
町
な
ど
９
機
関
）
相
互
に
お
け
る

危
機
管
理
意
識
の
高
揚
と
テ
ロ
防
止
へ
の
機
運
の
醸
成
を
図
り
、「
官
民
一
体
と
な
っ
た

危
機
管
理
意
識
の
高
揚
と
テ
ロ
防
止
へ
の
機
運
の
醸
成
を
図
り
、「
官
民
一
体
と
な
っ
た

テ
ロ
対
策
」
を
推
進
す
る
た
め
の
も
の
で
、
近
年
の
テ
ロ
情
勢
に
関
す
る
情
報
提
供
や

テ
ロ
対
策
」
を
推
進
す
る
た
め
の
も
の
で
、
近
年
の
テ
ロ
情
勢
に
関
す
る
情
報
提
供
や

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
関
す
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
の
安
全
対
策
に
関
す
る
意

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
関
す
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
の
安
全
対
策
に
関
す
る
意

見
交
換
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

見
交
換
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
関
す
る
デ
モ

　

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
関
す
る
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
北
見

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
北
見

方
面
情
報
通
信
部
の
サ
イ
バ
ー
に

方
面
情
報
通
信
部
の
サ
イ
バ
ー
に

関
す
る
専
門
の
職
員
が
講
師
と
な

関
す
る
専
門
の
職
員
が
講
師
と
な

り
、
攻
撃
側
と
被
害
者
に
分
か
れ
、

り
、
攻
撃
側
と
被
害
者
に
分
か
れ
、

被
害
者
側
の
パ
ソ
コ
ン
を
遠
隔
操

被
害
者
側
の
パ
ソ
コ
ン
を
遠
隔
操

作
す
る
な
ど
の
実
演
が
行
わ
れ
ま

作
す
る
な
ど
の
実
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

　

会
議
を
終
え
た
参
加
者
か
ら
は
、

　

会
議
を
終
え
た
参
加
者
か
ら
は
、

「
町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
テ
ロ

「
町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
テ
ロ

等
を
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

等
を
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
実
感
し
ま
し
た
」
、
「
サ
イ
バ
ー

と
実
感
し
ま
し
た
」
、
「
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
―
は
、
職
員
全
体

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
―
は
、
職
員
全
体

の
意
識
を
高
め
て
対
策
す
る
こ
と

の
意
識
を
高
め
て
対
策
す
る
こ
と

が
重
要
」
、
「
不
審
者
、
不
審
物
件

が
重
要
」
、
「
不
審
者
、
不
審
物
件

を
発
見
し
た
際
や
サ
イ
バ
ー
被
害

を
発
見
し
た
際
や
サ
イ
バ
ー
被
害

を
受
け
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
通

を
受
け
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
通

報
し
ま
す
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

報
し
ま
す
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。



8令和７年３月号

Town Information

３３
月
の
月
の

     
     

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
まち
の人口
（令和７年１月末現在）

　　　　　　　　 前月比
▶人口　17,615人　（ -31）
･遠軽　14,669人　（ -18）
･生田原 1,435人　（  -6）
･丸瀬布 1,030人　（  -7）
･白滝　　 481人　（   0）
▶男性　 8,573人　（ -11）
▶女性　 9,042人　（ -20）
▶世帯　 9,606世帯（ -16）
▶出生　     8人　（   2）
▶死亡　　　26人　（  -6)

１月の
事故発生状況
▶人身事故　 0件（   0件）
▶死　　者　 0人（   0人）
▶負 傷 者　 0人（   0人）
▶物損事故　26件（  26件）
※（　）は令和７年累計

１月の
火災発生状況
▶火災発生　　1件（  1件）
▶死　　者　　0人（  0人）
▶負 傷 者　　0人（  0人）
※（　）は令和７年累計

■
相
談
日
時
・
場
所

【
３
月
21
日
（
金
）午
前
10
時
～
午
後
３
時
】

・
白
滝
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
丸
瀬
布
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
生
田
原
支
所

【
３
月
28
日
（
金
）午
前
10
時
～
午
後
３
時
】

・
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー（
げ
ん
き
21
）

■
申
込
み　

相
談
日
前
日
の
正
午
ま
で

※�
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。
ご
予
約
が

な
い
場
合
に
は
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

申
込
・

問

オ
ホ
ー
ツ
ク
相
談
セ
ン
タ
ー
「
ふ
く
ろ
う
」

☎
０
１
５
７
‐
２
５
‐
３
１
１
０

老
人
ク
ラ
ブ
で
生
き
生
き
と

し
た
毎
日
を
！

　

現
在
、
町
内
10
か
所
に
あ
る
老
人
ク
ラ

ブ
で
は
、
毎
月
の
会
合
を
は
じ
め
、
ス
ポ

ー
ツ
、
研
修
旅
行
、
健
康
教
室
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
、
高
齢
者
が
毎

日
を
生
き
生
き
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
に
は
、
60
歳
以
上
の
方
で

あ
れ
ば
誰
で
も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

多
く
の
仲
間
と
と
も
に
生
き
が
い
を
感

じ
、
人
生
の
楽
し
み
の
幅
を
広
げ
る
チ
ャ

ン
ス
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
主
な
活
動
内
容

・�

健
康
づ
く
り
～
健
康
相
談
、
研
修
旅
行
、

体
操
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
な　

　

ど

・�

防
犯
及
び
交
通
安
全
～
特
殊
詐
欺
防
止

講
習
会
、
交
通
安
全
講
習
会
、
街
頭
啓

発
な　

　

ど

�

・�

仲
間
づ
く
り
～
お
互
い
の
声
掛
け
、
支

え
合
い
な　

　

ど

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

遠
軽
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

異
動
繁
忙
期
の
役
場
窓
口

開
庁
時
間
を
延
長
し
ま
す

　

例
年
、
４
月
初
め
は
住
所
異
動
の
手
続

き
で
大
変
込
み
合
う
た
め
、
窓
口
業
務
の

一
部
の
受
付
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

■
延
長
期
間

　

４
月
１
日（
火
）
、
２
日
（
水
）

■
延
長
時
間　

午
後
５
時
30
分
～
７
時

※
通
常
の
開
庁
時
間
は
午
前
８
時
45
分
～

午
後
５
時
30
分
で
す
。

■
実
施
す
る
窓
口

・
役
場
１
階　

住
民
生
活
課（
戸
籍
窓
口
）

・
教
育
委
員
会
総
務
課
（
学
校
教
育
担
当
）

※
各
支
所
で
は
延
長
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
取
り
扱
い
可
能
な
手
続
き

【
住
民
生
活
課
】

・
転
入
、
転
居
、
転
出
届
等
の
受
付

・
住
民
票
等
の
写
し
の
交
付

・
戸
籍
の
全
部
事
項（
個
人
事
項
）
証
明
書

等
の
交
付

・
印
鑑
登
録
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

・
出
生
、
婚
姻
、
離
婚
、
死
亡
届
等
の
受

付
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

【
教
育
委
員
会
総
務
課
】

・
就
学
通
知
と
入
学
の
手
続
き

※
な
お
、
国
や
北
海
道
、
他
の
市
区
町
村

等
に
照
会
が
必
要
な
も
の
は
、
当
日
の

取
扱
い
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

問
住
民
生
活
課
☎
42
‐
４
８
１
２

教
育
委
員
会
総
務
課
☎
42
‐
２
１
９
１

無
料
法
律
相
談

無
料
法
律
相
談

■
日
時

■
日
時

３
月
３
月
1010
日
（
月
）

日
（
月
）

午
後
２
時
～
５
時

午
後
２
時
～
５
時

４
月
４
月
1414
日
（
月
）

日
（
月
）

午
後
２
時
～
５
時

午
後
２
時
～
５
時

■
場
所

■
場
所　　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
げ
ん
き

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
げ
ん
き
2121
））

■
相
談
時
間

■
相
談
時
間　

１
人

　

１
人
3030
分
程
度

分
程
度

■
申
込
み

■
申
込
み　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
ご
了

　

た
だ
し
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
ご
了

承
く
だ
さ
い
。（
年
度
内

承
く
だ
さ
い
。（
年
度
内
11
人
２
回
ま
で
）

人
２
回
ま
で
）

申
込
・

問
企
画
課

企
画
課
☎☎
4242
‐
４
８
１
８

‐
４
８
１
８

困
り
ご
と
相
談
会
の
お
知
ら

せ

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
相
談
セ
ン

タ
ー
「
ふ
く
ろ
う
」
で
は
、

経
済
的
に
暮
ら
し
が
成
り

立
た
な
い
な
ど
の
困
り
ご

と
を
、
ど
う
し
た
ら
解
決
で
き
る
か
一

緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。 

相
談
は
無
料
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に

ま
ず
は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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バ
ス
・
ハ
イ
ヤ
ー
が
対
象

高
齢
者
の
り
も
の
乗
車
助
成

（
割
引
）
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ

　

高
齢
者
の
社
会
参
加
促
進
の
た
め
、
高

齢
者
の
り
も
の
助
成
証
及
び
助
成
券
を
交

付
し
、
バ
ス
及
び
ハ
イ
ヤ
ー
料
金
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
令
和
６
年

度
以
前
の
高
齢
者
の
り
も
の
助
成
証
及
び

助
成
券
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
４
月
１

日
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
対
象
者　

町
内
に
住
ん
で
い
る
満
70
歳

以
上
の
方

■
利
用
で
き
る
区
間　

町
内
全
域

■
利
用
で
き
る
バ
ス
・
ハ
イ
ヤ
ー

【
バ
ス
】町
営
バ
ス
、
北
見
バ
ス
、
北
紋
バ

ス
（
定
期
に
運
行
す
る
路
線
）

【
ハ
イ
ヤ
ー
】㈲
末
広
ハ
イ
ヤ
ー
、
㈲
丸
瀬

布
ハ
イ
ヤ
ー
、
㈱
矢
木
組
、
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
（
生
田
原
地
域
内
の
み
）

■
助
成
額　

１
回
の
乗
車
に
つ
き
、
１
人

１
０
０
円
（
助
成
券
１
枚
分
）
を
助
成
し
ま

す
。
助
成
券
は
、
１
人
に
つ
き
年
間
72
枚

を
交
付
し
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

氏
名
及
び
生
年
月
日
が
分
か
る
も
の

（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

令
和
６
年
度
の
高
齢
者
の
り
も
の
助
成
証

な
ど
）
、
印
鑑
（
本
人
に
よ
る
直
筆
署
名
で

は
な
い
場
合
に
必
要
）

※�

本
人
が
申
請
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、

本
人
と
代
理
人
そ
れ
ぞ
れ
の
印
鑑
が
必

要
で
す
。

■
令
和
７
年
度
分
の
申
請
受
付

３
月
21
日
（
金
）
か
ら（
土
日
・
祝
日
を
除

く
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30
分
）

※�

申
請
日
初
日
及
び
各
週
月
曜
日
は
混
雑

し
ま
す
。
利
用
開
始
日
は
４
月
１
日
で

す
の
で
、
分
散
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
請
・

問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）　

☎
42
‐
４
８
１
３

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１　

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

ハ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
通
院
が
対
象

重
度
身
体
障
害
者
交
通
費
助

成
事
業
の
お
知
ら
せ

　

重
度
の
身
体
障
害
に
よ
り
、
ハ
イ
ヤ
ー

利
用
に
よ
る
通
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
方
に
対
し
、
１
か
月
４
回
、
年
間
48
回

を
限
度
と
し
て
ハ
イ
ヤ
ー
料
金
の
一
部

(

基
本
料
金)

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

令
和
６
年
度
以
前
の
助
成
券
は
、
令
和
７

年
４
月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。　

■
対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

を
所
持
し
、
ハ
イ
ヤ
ー
利
用
に
よ
る
通
院

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
在
宅
の
方
の
う

ち
、
世
帯
全
員
が
令
和
７
年
度
町
民
税
非

課
税(

３
～
６
月
に
申
請
す
る
方
は
、
令

和
６
年
度
町
民
税
非
課
税)

の
方
。

※�

入
院
、
施
設
入
所
、
生
活
保
護
受
給
中

の
方
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
利
用
目
的　

通
院
の
み

■
利
用
で
き
る
ハ
イ
ヤ
ー

㈲
末
広
ハ
イ
ヤ
ー
、
㈲
丸
瀬
布
ハ
イ
ヤ
ー

■
助
成
額　

１
回
の
乗
車
に
つ
き
、
基

本
料
金(

助
成
券
１
枚
分)

を
助
成
し
ま
す
。

助
成
券
は
、
申
請
月
か
ら
月
４
枚
を
年
度

末
分
ま
で
交
付
し
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

身
体
障
害
者
手
帳

■
令
和
７
年
度
分
の
申
請
受
付

３
月
21
日(

金)

か
ら(

土
日
・
休
日
を
除
く

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30
分)

申
請
・

問
保
健
福
祉
課
（
げ
ん
き
21
）　

☎
42
‐
４
８
１
３

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１　

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

遠
軽
町
旭
川
医
科
大
学
医
師

養
成
確
保
修
学
資
金
　
貸
付

希
望
者
を
募
集
し
ま
す

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
医
療
を
担
う
医
師

の
養
成
確
保
を
図
り
、
町
民
へ
の
安
定
的

な
医
療
提
供
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
旭

川
医
科
大
学
の
医
学
生
を
対
象
に
修
学
に

必
要
な
資
金
を
貸
付
け
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
貸
付
け
を
受
け
た
医
学
生
に

は
、
遠
軽
町
の
地
域
医
療
の
現
状
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
遠
紋
第
二
次
医
療
圏
の

地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
で
あ
る
遠
軽
厚
生
病

院
で
臨
床
研
修
を
一
定
の
期
間
受
け
る
こ

と
を
条
件
に
、
貸
付
け
し
た
修
学
資
金
貸

付
金
の
返
還
を
全
額
免
除
し
ま
す
。

■
貸
付
対
象
者

旭
川
医
科
大
学
医
学
部
医
学
科
の
在
学
生

■
令
和
７
年
度
募
集
人
員

各
学
年
２
人
程
度

■
貸
付
金
額　

月
額
５
万
円

■
貸
付
条
件

　

医
師
国
家
試
験
合
格
後
、
遠
軽
町
が
指

定
す
る
医
療
機
関
で
初
期
臨
床
研
修
を
２

年
、
後
期
臨
床
研
修
を
２
年
以
上
受
け
て

い
た
だ
く
こ
と
を
条
件
に
、
修
学
資
金
の

返
還
を
全
額
免
除
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

４
月
30
日
（
水
）
必
着
で
、
次
の
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
で
提
出
で
き

ま
す
）

①
医
師
養
成
確
保
修
学
資
金
貸
付
申
請
書

②
誓
約
書

③
戸
籍
抄
本
等

④
在
学
証
明
書

⑤�

地
域
医
療
に
対
す
る
考
え
、
貸
付
を
希

望
す
る
動
機
等
の
８
０
０
字
程
度
の
レ

ポ
ー
ト

■
そ
の
他　

　

不
明
な
点
や
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
制
度
の
募
集
要

項
及
び
申
請
書
類
関
係
は
、
保
健
福
祉
課

（
げ
ん
き
21
）に
備
え
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

申
請
・

問
保
健
福
祉
課

（
げ
ん
き
21
）　

☎
42
‐
４
８
１
３
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有料広告

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組みです。

広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

■募集職種等　　

募集職種 技術職（土木）

受

験

資

格

社会人

（若干名）

・�土木施工管理技士の資格を有するか、技術士または技術士補の登録を受けている方

・�民間企業、団体、国・地方公共団体等において土木に関する勤務経験（正社員・正

職員）が通算して３年以上ある方

※両方を満たす方に限ります。

大学、短大、高専

専修学校卒

（若干名）

学校教育法に基づく大学または短期大学、高等専門学校、専修学校の専門課程（修業

年限２年以上）において土木に関する科目を履修し卒業した方または令和８年３月ま

でに卒業見込みの方

共通事項
・昭和50年４月２日以降に生まれた方

・普通自動車運転免許を取得または採用予定日までに取得見込みの方

※�日本国籍を有しない方及び地方公務員法第16条各号のいずれかに該当する方は受験できません。

■試験種目　書類選考・面接試験

■提出書類

・遠軽町職員採用試験申込書（土木）〔※町に請求または町ホームページからダウンロードしてください。〕

・最終学校が発行する成績証明書〔※在学中の場合は、当該在学中の学校のもの〕

・高等学校の成績証明書〔※高等学校卒業後５年以内の場合〕

・土木施工管理技士の資格、技術士または技術士補の登録を証明できる書類の写し

■申込期限　５月23日（金）17:00必着〔郵送または持参〕

■試験日時　令和７年６月中旬（予定）〔※決まり次第、受験者に別途通知します。〕

■試験会場　遠軽町役場〔※別途相談に応じます。〕

■採用予定日　随時〔※新卒の場合は令和８年４月１日とします。〕

■留意事項

①�採用の可否にかかわらず、提出書類は返却しません。

②申込書に記載された個人情報は、この試験以外の目的には使用しません。

③受験申込後に受験を辞退する場合は、その旨御連絡ください。

④採用試験に合格し採用内定を受けた場合でも、次のいずれかに該当するときは採用内定を取り消します。

（１）遠軽町職員採用試験申込書に、虚偽の記載があったことが判明したとき。

（２）採用予定日までに、募集職種に応じた必要な資格を取得できなかったとき。

⑤荒天等の理由により試験日を調整する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

■申込み・問合せ先

〒099‐0492　紋別郡遠軽町１条通北３丁目１番地１　遠軽町総務部総務課庶務担当

☎42‐4811（内線213）　  soumu@engaru.jp　ホームページ　https://engaru.jp/

遠軽町職員採用試験（土木）遠軽町職員採用試験（土木）

　町では、職員を次のとおり募集します。

募集
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春
の
検
診

申
込
受
付
を
開
始
し
ま
す

　

４
月
・
５
月
に
春
の
検
診
を
実
施
し
ま

す
。
毎
年
受
け
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、

し
ば
ら
く
受
け
て
い
な
か
っ
た
方
や
今
ま

で
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
も
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
30
～
39
歳
の
方
は
「
30

代
健
診
」
を
、
40
～
74
歳
の
方
は
「
特
定
健

診
」
を
、
75
歳
以
上
の
方
は
「
後
期
健
診
」

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
町
の
集
団

検
診
は
春
の
ほ
か
、
秋（
９
・
10
月
）に
実

施
し
、
そ
の
ど
れ
か
１
回
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
、
個
別
健
診
も
あ

り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項　

・�

受
付
時
間
の
詳
細
は
、
申
込
み
の
際
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い（
混
雑
緩
和

の
た
め
人
数
制
限
を
設
け
て
い
ま
す
）。

・�

特
定
健
診
に
つ
い
て
、
協
会
け
ん
ぽ
や

各
種
組
合
健
康
保
険
等
の
加
入
者
本
人

と
扶
養
家
族
の
方
は
、
勤
務
先
の
健
診

ま
た
は
医
療
保
険
機
関
で
行
う
健
診
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

・�

託
児
に
つ
い
て
ご
希
望
の
方
は
、
申
込

み
の
際
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法

　

窓
口
・
電
話
・
F
A
X
・
電
子
メ
ー
ル

・
ウ
ェ
ブ
の
い
ず
れ
か
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
F
A
X
・
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
込

み
の
方
は
、
希
望
す
る
検
診
日
程
・
項
目

の
ほ
か
、
①
氏
名
②
生
年
月
日
③
住
所
④

電
話
番
号
の
４
点
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
申
込
み
は
、
左
記

2
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
お
進
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
は
、
検
診
日
の
前
日
ま
で
で
き

ま
す
が
、
定
員
に
達
し
て
い
る
と
き
は
受

診
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
・

問
保
健
福
祉
課
（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３　

FAX
49
‐
３
１
２
０

 e
-h
o
k
e
n
@
e
n
g
a
ru

.jp

丸
瀬
布
支
所

☎
47
‐
２
２
１
１　

FAX
47
‐
２
１
２
８

■検診項目・料金

検診項目 対象 料金

特定健診

40歳から69歳までの国民健康保険加入者 1,500円

割引対象年齢の方（下記参照） 500円

70歳から74歳の国民健康保険加入者 無料

30代健診 30歳から39歳までの国民健康保険加入者 500円

後期健診 75歳以上の方 　無料

胃がん検診 40歳以上の方 1,500円

ピロリ菌検査 胃がん検診受診者で過去に受けたことがない方に限ります 2,500円

肺がん検診
30歳以上の方 500円

大腸がん検診

前立腺がん検診 前立腺の治療をしていない50歳から78歳までの方 1,000円

肝炎検査 40歳以上の方で過去に肝炎検査を受けたことがない方 500円

エキノコックス症検診 18歳以上の方 無料

※�特定健診の割引対象年齢は、令和７年度末年齢が40～50歳の方と55歳・60歳・65歳の方です。

　対象者には４月下旬にご案内を郵送します。

※生活保護世帯の方は、ピロリ菌検査・前立腺がん検診・肝炎検査以外は無料です。

■日程・会場

日程 受付時間 会場 実施機関

４月21日（月） 6:00～7:30 丸瀬布コミュニティセンター

対がん協会

４月22日（火） 6:00～8:30 白滝国際交流センター (コピエ)

４月23日（水） 6:00～9:15 かぜる西

４月24日（木）・25日（金）・26日（土）6:00～10:15 保健福祉総合センター（げんき21）

５月23日（金）・24日(土) 6:00～10:15 保健福祉総合センター（げんき21）

※４月21日（月）は、がん検診（胃・ピロリ菌検査・肺・大腸）のみです。

※エキノコックス症検診は、5月24日(土)に実施します。

※安国地区・瀬戸瀬地区の集団検診は、令和７年度より実施しませんので、他の会場での集団検診または

各医療機関での個別健診等での受診をお願いします。

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。

　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

有料広告
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月のお知らせ月のお知らせ３
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町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す

　

次
の
と
お
り
町
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
入
居
を
希
望
さ
れ

る
方
は
募
集
期
間
内
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

町
営
住
宅
を
申
し
込
む

場
合
は
、
住
宅
の
種
別
に
応
じ
た
入
居
資

格
が
あ
り
ま
す
の
で
、
建
設
課
ま
た
は
各

支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

複
数
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
選

考
委
員
会
を
開
催
し
、
状
況
に
応
じ
て
抽

選
会
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
町
営
住
宅
の
入
居
者
に
は
、
地

域
・
自
治
会
な
ど
の
活
動
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止
し
て
い

ま
す
。

■
申
込
期
間

３
月
３
日
（
月
）
～
14
日
（
金
）

■
選
考
委
員
会
の
日
程
　
３
月
19
日
（
水
）

■
抽
選
会
の
日
程
　
３
月
21
日
（
金
）

■
新
し
く
募
集
す
る
町
営
住
宅

　

下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・

問
建
設
課
☎
42
‐
４
８
１
７

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
1

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
1

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
1

■新しく募集する住宅

地域名 種別 団地名 棟番号 部屋番号 建設年度 規模
広さ

（㎡）
住宅の

月額家賃（円）
近傍同種
家賃（円）

駐車場
使用料（円）

遠軽 公住

山の手団地 60-A-1棟 792号室
昭和60年度�

(H31改修済）
２LDK 69.52㎡ 18,500～27,500 83,800 1,300

末広団地 59-B-1棟 784号室
昭和59年度�

（R4改修済）
３LDK 66.19㎡ 18,300～27,200 97,600 1,300

川岸団地 6-1棟 880号室 平成６年度 ２LDK 64.77㎡ 17,800～26,500 66,900 1,300

川岸団地 6-1棟 882号室 平成６年度 ２LDK 64.77㎡ 17,800～26,500 66,900 1,300

ふくろ団地 28-2棟 79号室 平成28年度 ２LDK 65.4㎡ 21,800～32,400 96,200 1,300

ふくろ団地 28-2棟 86号室 平成28年度 ３LDK 76.6㎡ 25,500～38,000 105,200 1,300

北２丁目団地 23-2棟 35号室 平成23年度 ２LDK 66.6㎡ 21,100～31,500 82,400 2,000

生田原

公住 栄行団地 25-2棟 ６号室 平成25年度 ２LDK 60.5㎡ 17,800～26,500 112,500 1,000

定住 伊吹高原団地 C棟 ２号室 平成６年度 １DK 40.5㎡ 25,000 - -

丸瀬布

公住

若葉団地 69棟 228号室 平成６年度 ３LDK 78.97㎡ 18,700～27,900 50,800 -

若葉第２号団地 89棟 268号室 平成14年度 ２LDK 71.2㎡ 18,500～27,600 56,000 -

定住 新町定住５号団地 23棟 105号室 平成15年度 １LDK 45.5㎡ 31,500 - 1,000

地優賃 やまなみ団地 25-1棟 ７号室 平成25年度 １LDK 53㎡ 34,200 - 1,000

白滝 公住 西区第２号団地 G棟 １号室 平成４年度 ３LDK 70.47㎡ 15,200～21,400 21,400 -

①公住は、収入に応じて家賃が変動します。定住は、収入に関係なく家賃が決まっています。
②60歳未満の単身者が入居できる公住は、住宅の規模が2LDK以下で、かつ、広さが60㎡以下の住宅に限ります。
　なお、60歳以上の単身者は、60㎡以下または2LDK以下の住宅に入居できます。
③入居者の車両は原則１台とし、整備された駐車場を使用する場合は駐車場使用料がかかります。
④申込みには、マイナンバーを提示していただく必要があります。
⑤募集住宅のほかにも入居できる住宅がありますので、お問い合わせください。
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遠
軽
町
高
齢
者
共
同
生
活
支
援
施
設

「
み
の
り
荘
」「
第
２
み
の
り

荘
」
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　

遠
軽
町
高
齢
者
共
同
生
活
支
援
施
設

「
み
の
り
荘
」
及
び
「
第
２
み
の
り
荘
」
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
入
居
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
次
の
事
項
を
ご
参
照
の
上

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
入
居
対
象
者　

町
に
居
住
す
る
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
方
で
、
食
事
・
入
浴
・�

洗

濯
な
ど
、
身
の
回
り
の
事
を
自
分
で

で
き
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①�

介
護
保
険
制
度
に
よ
り
自
立
ま
た
は
要

支
援
と
認
定
さ
れ
た
方
（
要
介
護
の
方

は
対
象
外
で
す
）
で
独
立
し
て
生
活
す

る
こ
と
に
不
安
の
あ
る
方

②�

介
護
保
険
施
設
等
か
ら
在
宅
生
活
に
移

行
す
る
方
で
独
立
し
て
生
活
す
る
こ
と

に
不
安
の
あ
る
方

③�

一
人
暮
ら
し
で
高
齢
な
ど
の
た
め
独
立

し
て
生
活
す
る
こ
と
に
不
安
の
あ
る
方

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
入
居
申
請　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

遠
軽
町
高
齢
者
共
同
生
活
支
援
施
設
入
居

申
請
書
に
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書
は
、
保

健
福
祉
課
（
げ
ん
き
21
）
ま
た
は
各
支
所
で

お
渡
し
し
ま
す
。

■
入
居
決
定　

入
居
者
は
、
遠
軽
町
保
健

医
療
福
祉
審
議
会
が
審
査
し
決
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
選
考
結
果
に
つ
い
て
は
申
請
者

に
通
知
し
ま
す
。

■
入
居
予
定
時
期　

入
居
時
期
は
令
和
７

年
４
月
中
旬
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
料
な
ど
に
つ
い
て

　

次
の
①
と
②
の
料
金
を
負
担
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

①
使
用
料

　

�

前
年
の
収
入
の
額
に
よ
っ
て
月
額
０
円

～
５
万
円
の
使
用
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

②
食
費
及
び
日
用
品
な
ど
の
実
費
負
担
額

　

�

入
居
者
は
、
食
費
及
び
日
用
品
な
ど
の

実
費
負
担
額
と
し
て
次
の
金
額
を
負
担

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
４
月
か
ら
10
月　

日
額
１
３
８
０
円

・
11
月
か
ら
３
月　

日
額
１
５
９
０
円

■
設
備
な
ど
に
つ
い
て

・�
入
居
者
居
室
、
食
堂
兼
娯
楽
室
、
厨
房
、

浴
室
、
洗
濯
室
、
便
所
、
事
務
室
、
管

理
人
室
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

・�

居
室
は
約
17
畳（
居
間
11
畳
と
寝
室

４
・
５
畳
、
納
戸
約
１
・
５
畳
）で
す
。

・�

居
室
内
に
は
電
気
暖
房
機
、
簡
易
流
し

台
、
簡
易
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
、
洗

面
台
、
ベ
ッ
ド
、
非
常
呼
び
出
し
装
置

な
ど
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

・�

施
設
内
で
は
、
生
活
援
助
員
が
常
駐
し
、

食
事
、
入
浴
、
生
活
相
談
や
日
常
生
活

の
支
援
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
な

ど
が
受
け
ら
れ
ま
す（
介
護
ケ
ア
は
し

ま
せ
ん
）
。

■
募
集
期
間

３
月
３
日
（
月
）～
14
日（
金
）

申
込
・

問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

遠
軽
町
白
滝
高
齢
者
総
合
生
活
福
祉

セ
ン
タ
ー「
ほ
の
ぼ
の
」

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

■
場
所　

白
滝
３
７
６
番
地

■
募
集
戸
数　

１
人
用
居
室　

４
室

■
入
居
対
象
者　

町
に
住
所
を
有
し
、
自
炊

で
き
る
程
度
の
健
康
状
態
に
あ
る
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
方
で
、
独
立
し
て
生
活
す
る
こ

と
に
不
安
の
あ
る
一
人
暮
ら
し
の
方

■
居
室
面
積　

全
体
約
36
・
60
㎡（
居
間

約
８
畳
、
寝
室
約
５
・
７
畳
、
納
戸
約

１
・
５
畳
））

■
利
用
料
等

・�

管
理
料　

月
額
１
万
５
０
９
０
円（
電

気
料
・
電
話
料
除
く
）

・�

入
居
利
用
料　

前
年
の
収
入
に
応
じ
て

月
額
０
～
５
万
円

■
施
設
内
設
備
等

・�

温
水
暖
房
機
、
流
し
台
、
電
気
ク
ッ
キ

ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
、
ベ
ッ
ド
、
非
常
呼
び

出
し
装
置
等

・�

生
活
援
助
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
の

で
、
生
活
相
談
等
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
入
居
申
請　

保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

ま
た
は
各
支
所
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

３
月
31
日（
月
）ま
で

■
入
居
者
の
決
定　

４
月
中
旬
頃
、
遠
軽

町
町
白
滝
高
齢
者
総
合
生
活
福
祉
セ
ン
タ

ー
居
住
部
門
決
定
取
扱
内
規
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。

　

問
白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。

　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

有料広告
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■現在受付中の義援金

義援金名称 受付期間

令和６年９月能登半島大雨
災害義援金

令和７年12月26日（金）まで

令和６年７月25日からの大
雨災害義援金

令和７年３月31日（月）まで

令和６年能登半島地震災害
義援金

令和７年12月26日（金）まで

令和６年沖縄県北部豪雨災
害義援金

令和７年３月31日（月）まで

■現在受付中の救援金

救援金名称 受付期間

ウクライナ人道危機救援金

令和７年３月31日（月）まで

バングラデシュ南部避難民
救援金

中東人道危機救援金

アフガニスタン人道危機救
援金

イスラエル・ガザ人道危機
救援金

レバノン人道危機救援金

＜受付窓口＞
・保健福祉課（げんき21）☎42‐4813
・生田原支所☎45‐2011
・丸瀬布支所☎47‐2211
・白滝支所☎48‐2211

　

問日本赤十字社遠軽町分区事務局
　保健福祉課（げんき21）☎42‐4813

　日本赤十字社遠軽町分区では、災害や紛争、病
気に苦しむ人たちを支援するため、各種国内災害
義援金・海外救援金を受け付けています。
　つきましては、引き続き皆様のあたたかいご支
援をよろしくお願いします。
　また、ご寄付いただいた皆様に、心より感謝申
し上げます。
【日赤遠軽町分区取扱い分（令和６年12月31日現在）】
■令和６年能登半島地震災害義援金
義援金受付額　6,975,988円（168件）
■令和６年９月能登半島大雨災害義援金
義援金受付額　 32,000円（２件）
■令和６年7月25日からの大雨災害義援金
義援金受付額　 30,000円（１件）
■ウクライナ人道危機救援金
救援金受付額　 90,781円（６件）
■イスラエル・ガザ人道危機救援金
救援金受付額　 40,000円（２件）

各種国内災害義援金・海外救援金の受付について

フ
ッ
素
塗
布
の
お
知
ら
せ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

春
の
フ
ッ
素
集
団
塗
布
を
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
歯
を
守
る
た

め
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
フ
ッ
素
の
効
果
】

　

①�

歯
を
強
く
す
る（
酸
で
溶

け
に
く
い
歯
質
を
つ
く

る
）　

②�

歯
の
再
石
灰
化
を
促
進

す
る（
虫
歯
の
き
っ
か
け
を
回
避
）　

③�

む
し
歯
菌
の
働
き
を
抑
制
す
る

■
日
程　

 

４
月
７
日
（
月
）
、
８
日
（
火
）

■
受
付　

 

午
後
１
時
～
１
時
20
分

■
会
場　

 

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
げ

ん
き
21
）

■
対
象　

 

お
お
む
ね
１
歳（
歯
が
上
下
合

計
８
本
以
上
）
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子

さ
ん

■
料
金　

 

無
料

■
内
容　

 

歯
科
診
察
・
フ
ッ
素
塗
布
・

染
め
出
し
・
磨
き
残
し
チ
ェ
ッ
ク(

ブ
ク

ブ
ク
う
が
い
が
で
き
る
お
子
さ
ん)

■
持
ち
物　

 

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル 

歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
窓
口
で
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

■
来
所
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い

　

必
ず
歯
磨
き
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

さ
い
。

申
込
・

問
保
健
福
祉
課
（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
助
成
の
手
続
は
お
済
み

で
す
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

町
で
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

を
受
け
た
費
用
の
全
額
、

も
し
く
は
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、

手
続
を
し
て
い
な
い
対
象
者
の
方
は
、
期

限
ま
で
に
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
内
の
医
療
機
関
で
予
防
接
種

を
受
け
、
窓
口
で
助
成
分
を
差
し
引
い
て

料
金
を
支
払
っ
た
方
は
、
申
請
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
受
付
期
限　

３
月
31
日（
月
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

領
収
証
、
助
成
金
の
振
込
先
口
座
番
号

■
助
成
の
対
象
者

　

次
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、
町
外
の
医

療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
た
方
、
ま
た

は
町
内
の
医
療
機
関
で
費
用
の
全
額
を
支

払
っ
た
方
。

・
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
方

・
満
65
歳
以
上
ま
た
は
満
13
歳
未
満
の
方

・�

満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
肺

等
の
機
能
障
害
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
障
害
を

有
す
る
方

　

問
保
健
福
祉
課（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１



月のお知らせ月のお知らせ３
Town Information
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有料広告

※この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の活性化を図るための遠軽町の取組です。

　広告主及び広告内容については、町が推奨するということではありません。

第
３
次
遠
軽
町
総
合
計
画

（
案
）
に
対
す
る
意
見
募
集
の

結
果

■
意
見
募
集
の
実
施
概
要
等

①
募
集
期
間

　

�

令
和
６
年
12
月
24
日
か
ら
令
和
７
年
１

月
23
日

②
閲
覧
場
所

　

�

役
場
２
階
企
画
課
、
各
支
所
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

③
意
見
の
提
出
方
法

　

�

持
参
・
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル

④
意
見
募
集
の
周
知
方
法

　

町
広
報
紙
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
意
見
募
集
の
結
果

　

意
見
な
し

■
結
果
の
公
表

役
場
２
階
企
画
課
、
各
支
所
、
町
広
報
紙
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

問
企
画
課
☎
42
‐
４
８
１
８

令
和
７
年
度「
え
ん
が
る
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
が
４

月
か
ら
始
ま
り
ま
す

　

こ
の
事
業
は
、
町
民
の
皆
様
が
楽
し
み

な
が
ら
健
康
づ
く
り
へ
の
関
心
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
生
活
習
慣
病
予
防
・
健

康
づ
く
り
へ
の
取
組
に
対
し
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は
約
５
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
も
皆
様
の
予
防
・
健
康
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
を
応
援
し
ま
す
。
詳
し

く
は
次
年
度
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

　

令
和
６
年
度
の
「
え
ん
が
る
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」
の
提
出
期
限

に
つ
い
て
は
、
３
月
７
日
（
金
）
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ポ
イ
ン
ト
が
貯

ま
っ
た
方
は
早
め
に
提
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
対
象
事
業
に
参
加
し
た
が
ポ
イ

ン
ト
を
も
ら
っ
て
い
な
い
方
は
、
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
し
ま
す
の
で
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

を
持
参
の
上
、
担
当
窓
口
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

問
保
健
福
祉
課
（
げ
ん
き
21
）

☎
42
‐
４
８
１
３

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

丸
瀬
布
屋
内
多
目
的
運
動
施

設
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
Ｔ
Ａ
Ｍ

Ｏ
Ｋ
Ｕ
の
シ
ー
ズ
ン
利
用
団

体
募
集

　

丸
瀬
布
屋
内
多
目
的

運
動
施
設
「
ス
ポ
ー
ツ
プ

ラ
ザ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
」の

年
間
利
用
団
体
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
団

体
は
、
３
月
６
日(

木)

ま
で
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

申
込
・

問
丸
瀬
布
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
47
‐
２
４
５
６

　５月からの開催となり、１年

間通して運動を行います。

　興味のある方は、ぜひご参加

ください。

■対象　65歳以上の男性

■募集定員　30人

■期間　令和７年５月から令和８年３月まで

■日時　おおむね各月２回　各水曜日（13:30～15:00）

■回数　20回　

■会場　げんき21・総合体育館・武道館

■申込み　４月１日（火）から４月11日（金）まで（土日

を除く）

　遠軽町地域包括支援センター（げんき21・２階）の窓

口か電話でお申込みください。

※定員になり次第締め切ります。

■参加料　参加料は無料ですが、初回時のみ傷害保険

料と雑費として500円をいただきます。

申込・問遠軽町地域包括支援センター☎42‐9988

　　　遠軽町社会福祉協議会☎42‐0317

 男性だけの健康運動教室

『おとこ組』 開催！開催！
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月のお知らせ月のお知らせ３
Town Information

３
月
は
町
税
等
の
納
税
推
進

強
調
月
間
で
す

　

町
で
は
、
３
月
を
「
納
税
推
進
強
調
月

間
」
と
し
て
町
税
等
の
納
税
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
に
は
、
町
道
民
税
、
法
人

町
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
、
国
民
健
康
保
険

税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
及
び
介
護

保
険
料
な
ど
、
町
税
等
全
て
の
滞
納
整
理

を
行
い
ま
す
。

  

ご
相
談
も
な
く
町
税
等
を
納
付
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処

分
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
、
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

大
至
急
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
相
談
・

問

税
務
課
☎
42
‐
４
８
１
４

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

３
月
は
道
税
の
滞
納
整
理
強

化
月
間
で
す

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
で
は
、
３
月

を
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
と
し
て
、
全
て

の
道
税
の
滞
納
を
整
理
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
よ
り
も
強
く
差
押
等
の
滞
納
処
分
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
だ
、
納
税
が
お
済
み
で
な
い
方
は
大

至
急
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
め
な
い
場
合
に
は
、
給
与
や
預
貯
金
、

生
命
保
険
な
ど
の
財
産
差
押
え
、
ま
た
は

自
宅
や
事
務
所
の
捜
索
を
行
い
、
T
V
・

ゲ
ー
ム
・
P
C
・
貴
金
属
・
自
動
車
・
軽

自
動
車
の
動
産
の
差
押
え
を
執
行
し
ま
す
。

 　

ｅ
Ｌ
‐
Ｑ
Ｒ
や
ｅ
Ｌ
番
号
が
記
載
さ
れ

て
い
る
納
付
書
が
あ
れ
ば
、
自
宅
や
オ

フ
ィ
ス
な
ど
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
等
を
利
用
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
で
納
税
で
き
ま
す

の
で
、
地
方
税
お
支

払
サ
イ
ト
の
ご
利
用

・
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

※�

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
も
納
税
い
た
だ
け
ま
す
。

　

問
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
北
見
道
税
事

務
所
納
税
課
（
北
見
市
青
葉
町
6
番
6
号
）

☎
０
１
５
７
‐
２
５
‐
８
６
８
６（
直
通
）

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�　

�

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
税
務
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

　

�h
ttp

:/
/
w

w
w

.o
k
h
o
ts

k
.p

r
e
f
.

h
o
k
k
a
id
o
.lg

.jp
/ts/zim

/

▲写真は自動車差押えの一例です
▲地方税お支払
サイト

自
動
車
税
種
別
割
の
住
所
変

更
は
３
月
31
日
ま
で
に
実
施

し
て
く
だ
さ
い

　

自
動
車
税
種
別
割
の
納
税
通
知
書
は
、

毎
年
４
月
１
日
時
点
で
車
検
証
に
登
録
さ

れ
て
い
る
住
所
へ
５
月
上
旬
頃
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

次
の
場
合
は
お
近
く
の
運
輸
支
局
で
手

続
き
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・�

引
越
等
で
住
所
が
変
更
と
な
っ
た
（
変

更
登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た（
移
転
登
録
）

・�

自
動
車
を
使
わ
な
く
な
っ
た（
抹
消
登

録
）

■
納
税
通
知
書
の
住
所
変
更

　

次
の
２
次
元
コ
ー
ド
の

読
み
取
り
、
ま
た
は
「
北
海

道　

自
動
車
税　

住
所
変

更
」
で
検
索
し
、
北
海
道
財

政
局
税
務
課
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
住
所
変
更
は
、
今
回
の
場

合
令
和
７
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割
の
納

税
通
知
書
を
変
更
後
の
住
所
へ
送
付
す
る

た
め
の
処
置
で
あ
り
、
令
和
８
年
度
以
降

は
車
検
証
の
登
録
住
所
へ
納
税
通
知
書
が

送
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
運
輸
支

局
で
の
住
所
変
更
登
録
は
別
途
必
ず
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

相
談
・

問

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

（
札
幌
市
北
区
北
２
２
条
西
２
丁
目
）

☎
０
１
１
‐
７
４
６
‐
１
１
９
０

年
金
所
得
者
の
皆
さ
ん
へ

住
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万

円
以
下
で
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
方
は
、

年
金
所
得
者
に
係
る
確
定
申
告
不
要
制
度

に
よ
り
所
得
税
の
確
定
申
告
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
が
、
次
に
当
て
は
ま
る
方
は
住
民

税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

①�

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の
み
が
あ

る
方
で
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
控
除（
社
会
保
険

料
控
除
や
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除

等
）
以
外
の
各
種
控
除
の
適
用
を
受
け

る
方（
例
…
納
付
書
等
で
直
接
納
め
た

国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
等
の

社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
、

医
療
費
控
除
な
ど
）

②�「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」の
記
載

内
容
に
相
違
が
あ
る
方
（
控
除
対
象
と

な
る
配
偶
者
が
い
る
の
に
、
配
偶
者
控

除
無
し
と
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
）

③�

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
が
あ
る
方

※�

①
②
に
当
て
は
ま
る
方
は
、
住
民
税
の

申
告
が
な
い
と
、
町
・
道
民
税
の
各
種

控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

問
税
務
課
☎
42
‐
４
８
１
４

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１　

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１
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　町では、医師または看護師（助産師等で看護業務に従事する者を含む。以下同じ。）の確保を図ること

を目的として、遠軽町奨学資金の貸付けを受けていた方で、一定の条件を満たす方に対し奨学資金の

償還を免除します。

■対象者

　遠軽町奨学資金の貸付けを受け、貸付期間が終了する月の翌月から起算して２年以内に、医師また

は看護師として町内の医療機関に勤務し、引き続き３年以上経過した方が対象となります。

【奨学資金の償還免除】

■奨学資金の償還免除額

　対象者が貸付けを受けていた奨学資金の全額を免除します（※既に償還をしている場合の額を除きま

す）。

■奨学資金の償還免除手続

　対象者は、医療機関の在職証明書を添付の上、申請してください。

【奨学資金の償還方法の変更】

■奨学資金の償還方法の特例

　奨学資金の貸付期間が終了する月の翌月から起算して２年以内に、医師または看護師として町内の

医療機関に勤務した場合は、貸付期間が終了する月の翌月から起算して１年から６年の範囲内で、償

還の方法（据置期間）を変更することができます。

■奨学資金の償還方法の変更手続

　奨学資金の償還免除を受けようとする方は、町内の医療機関に勤務したときに、医療機関の在職証

明書を添付の上、申請してください。

■その他

　ご不明な点や詳細については、お問い合わせください。

申込・問教育委員会総務課☎42‐2191

医師医師または看護師看護師に係る奨学資金の償還に関する特例特例について

遠軽町奨学資金の貸付について

■対象者

　保護者の住所が町内にあり、高等学校以

上の学校等に入学または在学し、学資の支

弁が困難な方

■貸付区分および貸付額

・高等学校　月額10,000円

・高等専門学校、専修学校　月額32,000円

・大学以上　月額44,000円

■貸付利率　無利子

■返済期間

７年間以内（貸付終了１年経過後から返済）

■貸付予定人数　60人程度

■奨学生の決定

　奨学審査委員会で審査し、決定内容を本

人に通知します。

■申込期間　３月３日(月) ～４月30日（水)

■申込書類

①遠軽町奨学生願書

②�学校長の奨学生推薦書（新規申込みまたは進

学する方）

③町税等納付状況確認同意書

④学業成績証明書（開封厳禁）

⑤�在学証明書（新入生は入学先の在学証明、在

学生は進級後の在学証明）

⑥�令和６年分の収入が確認できる書類（源泉徴

収票の写し、確定申告書の写し）

⑦その他必要と認める書類

※�①～③については、町教育委員会または各

教育センターに備え付けの様式、または町

ホームページからダウンロードした様式を

ご利用ください。

令和７年度
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遠軽町青少年指導員

　町教育委員会では、青少年の健全育成を図るため、遠
軽町青少年指導員を設置しています。
　このたび、青少年指導員の改選に伴い、公職者の一部
を公募します。
■応募資格
・令和７年５月１日現在、満18歳以上で50歳未満の方
・町内在住の方
・青少年の健全育成や社会教育活動に意欲がある方
・政治、宗教、営利活動等が目的でない方
■募集人数　２人以内
■委嘱期間　令和７年５月１日～令和９年４月30日
■応募期間　３月３日（月）～３月14日（金）まで【必着】
■応募方法
　所定の応募用紙に必要事項を記載し、郵送、持参、Ｆ
ＡＸ、電子メールいずれかの方法で、教育委員会社会教
育課または各教育センターへ提出してください。
　なお、応募用紙は応募先で配布するほか、町ホームペ
ージからダウンロードできます。
■選考方法と選考結果
　応募があった方から適任と思われる方を選考し、本人
に直接通知します。
■報酬等
　活動実績に応じ、報酬及び費用弁償を支給します。
応募・問〒099‐0403
遠軽町１条通北２丁目３‐45
遠軽町教育委員会社会教育課
☎42‐2191　FAX49‐2566

 shakyo@engaru.jp　または最寄りの教育センター

公募

　町教育委員会では、町内60歳以上の方を対象

に高齢者大学を開設しています。令和７年度の

新入生を募集しますので、この機会にぜひご参

加ください。

生田原「しらかば大学」生田原「しらかば大学」

■期間　４月～翌年２月（月１回程度）

■場所　かぜる安国 ほ　
　か

■内容　�講義、講座、修学旅行、

クラブ活動、地域行事

　　　　参加 ほ　
　か

■費用　年間1,500円（保険料 な　
　ど）

■入学式・始業式

【日時】４月10日（木） 10:00　【場所】かぜる安国

■申込み　３月28日（金）まで

申込・問生田原教育センター☎46‐2302

遠軽「瞰望大学」遠軽「瞰望大学」

■期間　４月～翌年２月（月２～３回程度）

■場所　芸術文化交流プラザ ・メトロプラザ ほ　
　か

■内容　�講義、講座、大学祭、修学旅行、クラ

ブ活動、地域行事参

　　　　加 ほ　
　か

■費用　年間3,000円

　　　　（会費、教材費 な　
　ど）

■入学式・始業式

【日時】４月18日（金） 10:30

【場所】芸術文化交流プラザ・メトロプラザ

■申込み　３月28日（金）まで

申込・問社会教育課☎42‐2191

丸瀬布「ことぶき大学」丸瀬布「ことぶき大学」

■期間　４月～翌年２月（月２～３回程度）

■場所　丸瀬布中央公民館 ほ 　 
　か

■内容　�講義、講座、軽スポーツ、修学旅行、

クラブ活動、世代間交流事業 ほ　
　か

■費用　年間2,500円（会費）

■開講式

【日時】４月８日（火） 10:00

【場所】丸瀬布中央公民館

■申込み　４月１日（火）まで

申込・問丸瀬布教育センター☎47‐2456

※�各大学とも、活動内容により別途費用を徴収

する場合があります。

※�各大学で開催するクラブ活動は、希望者のみ

の自主活動です。

※�問合せは、各大学の申込先へご連絡ください。

遠軽町「高齢者大学」

新入生募集のお知らせ新入生募集のお知らせ

学校給食作業員
　学校給食センターの給食作業員（会計年度任用職員）を
募集します。
■共通事項
業務内容　午前：調理等、午後：食器洗浄等
通勤手当　日額100～1,510円（２㎞以上）
■月給パート職
・給与　調理師免許の有無により金額設定
・手当　６月・12月
・有給休暇　任用月により最大20日
・加入保険　健康保険、厚生年金
　　　　　　労災保険、雇用保険
・勤務日　週５日
・勤務先及び募集人員
　丸瀬布学校給食センター（１人）
■時給パート職　　　　　
・報酬　調理師免許の有無により金額設定
・有給休暇　６か月経過後に最大７日付与
・勤務日　シフト制で、配置先の給食提供日　　
・勤務先及び募集人員
　遠軽小学校給食室　１日・午後勤務（各１人）
　東小学校給食室　午前勤務（１人）
　南小学校給食室　午後勤務（２人）
　遠軽中学校給食室　１日勤務（１人）
　南中学校給食室　午前勤務（１人）
　生田原学校給食センター　１日勤務（１人）
■その他
・加入保険は、勤務形態により異なります。
・就業時間は、勤務先により異なります。

　

問学校給食センター☎42‐2191

急募
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■対象　小学３～６年生の男女

（令和７年４月からの学年）

■団費　１人15,000円

※大会遠征費等は別途かかります。

■活動内容　各種大会出場、交流会など

■練習日程・場所

【夏期（５～10月）】

・遠軽球技場等

〔火・木曜日〕17:00～19:00

〔土曜日〕10:00～12:00

・高齢者スポーツセンター

〔水曜日〕18:00～20:00

【冬期（11～４月）】

・総合体育館

〔火曜日〕低学年 17:00～19:00　高学年 19:00～21:00

〔土曜日〕低学年 9:00～11:00　高学年 11:00～13:00

・高齢者スポーツセンター〔水曜日〕18:00～20:00

・遠軽コミュニティセンター〔木曜日〕17:00～19:00

※�入団申込書は町内各小学校、総合体育館で受け取

ることができます。
申込・問本田☎090-7583-8312

子ども芸術劇場（幼児・小学校低学年）

劇団風の子北海道　遠軽公演

「みんなでぬくぬく」「みんなでぬくぬく」
　寒い寒い冬の日に、家のストーブが壊れてしまっ

たハリネズミのトゲトゲくんたちが繰り広げる「みん

なでぬくぬく」というお話。つみ木のような箱が次々

に変化しながら皆さんの想像力を広げてくれます。

大人も子どもも楽しめる内容となっていますので、

ぜひ遊びに来てください！

■日時　３月20日（木・祝）

【受付】13:00　【開場】13:15

【開演】13:30

※�公演時間は40分程度を予定

しています。

■会場　芸術文化交流プラザ・

メトロプラザ　小ホール

■入場　無料（未就学児は保護

者の同伴が必要です）

■申込み　右記のインターネットフォ

ームまたは電話で事前にお申込みくだ

さい。
申込・問社会教育課☎42‐2191

募集 入学前幼児水泳教室
　ＮＰＯ法人遠軽町スポーツ協会では、町教育委員

会の受託事業として、水泳教室を開催します。

　水中での遊びを通して、水泳の楽しさを学び、元

気で健康な体づくりをしよう！

■日時　３月25日（火）～29日（土）［全５回］

・昼の部　13:30～15:00

・夜の部　16:30～18:00

■場所　えんがる温水プール

■対象者　４月から町内の小学

校に入学する幼児

■定員　昼の部・夜の部　各30人

※定員になり次第締め切ります。

■指導者　遠軽水泳協会水泳指導員

■内容　水慣れ、水遊び

■持ち物　水着・バスタオル・水着入れなどを用意

してください（水泳帽は温水プールで用意します）。

■受講料　無料ですが、スポーツ安全保険料800円

がかかります。

■申込期間　３月１日（土）～16日（日）

※�電話申込みの方は、申込期間内に温水プール受付

で保険料を納めてください。

申込・問えんがる温水プール☎49‐9500

団員
募集

選手
募集

バレーボール少年団「遠軽クラブJr.」
バレーボールクラブ「遠軽VBC」

「遠軽バレーボールアカデミー」

はやぶさサッカー

スポーツ少年団

【バレーボール少年団「遠軽クラブJr.」】

■募集対象　小学１～６年生

【バレーボールクラブ「遠軽VBC」】

■募集対象　中学男子１～３年生

【遠軽バレーボールアカデミー】

■募集対象　中学男女１～３年生

申込・問会田政敏☎090‐3391‐1062

　バレーボールに興味のある

子どもたち、いつでも見学・

体験できます。

　ご連絡ください。

▲ホームページ

▲インスタグラム
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　町では、ご家庭で不要となったパソコンの宅配便による無料回収を行っています。

　パソコンと一緒に周辺機器や小型家電も一緒に回収可能です（※４月１日から一部

料金の改定があります）。

　詳しくは、町と協定を締結し

ているリネットジャパンリサイ

クル株式会社のホームページを

ご覧ください。
　

問住民生活課☎42-4812

宅配便によるパソコン無料回収
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小型充電式電池小型充電式電池の正しい捨て方

　ここ最近、小型充電式電池（充電して使用するタイプの乾電池など）

が乾電池回収ボックスに混入されています。使い切りの乾電池と見た

目が似ているものもありますが、処分方法が異なるため、ご注意くだ

さい。

　正しい処分方法は、端子部分を絶縁テープ（ビニールテープ等）で被

覆していただき、住民生活課または各支所窓口に持込していただくか、

リサイクル協力店へ排出していただきますようお願いします。

　なお、持込の際は職員に一声お掛けいただきますようお願いします。

 

　※これらのマークが入っているものは窓口で回収します。

　

問住民生活課☎42‐4812

生田原支所☎45‐2011

丸瀬布支所☎47‐2211

白滝支所☎48‐2211

【ニカド電池】 【ニッケル水素電池】 【リチウムイオン電池】



月のお知らせ月のお知らせ３
Town Information

21 令和７年３月号

有料広告

※�この広告は、広報紙の紙面を有効に活用し、町の財源確保と地域の
活性化を図るための遠軽町の取組です。広告主及び広告内容につい
ては、町が推奨するということではありません。

「遠軽出前サポステ」「遠軽出前サポステ」を開催しますを開催します

　働きたいけど何から始めたら良いかわからない。若
者サポートステーションは、15～49歳の方の就職・
自立に向けた相談を受けています。生活のリズムづく
り、コミュニケーションづくりの練習なども行ってい
ます。ご家族の方のからの相談もお待ちしています。
■日時　毎週金曜日 10:00～16:00
■会場　芸術文化交流プラザ（メトロプラザ）
※３月21日13:00～16:00のみハローワーク遠軽
■予約　事前に電話で予約してください。

予約・問オホーツク若者サポートステーション
☎0157‐57‐3136

消費生活コーナー消費生活コーナー
～引っ越しで重要な「見積書」～

　引っ越しをするときに引越事業者を利用すること
が多いと思いますが、近年は荷物の運搬以外にもさ
まざまなサービスがあり、料金も複雑化しています。
　引越事業者を選ぶとき、重要になるのが「見積書」
です。荷物の量や玄関等の寸法などを確認するため
に訪問して見積もりを行うことが一般的ですが、最
近ではスマートフォンなどを利用したリモート見積
もりが増えてきています。
　見積書には以下のような記載項目があります。
・�運賃：トラックの種類や台数によって決まり、休

日や深夜の場合は割増運賃となる
・�料金：荷造りや積込みなどの運送以外の作業料で、

作業員数によって決まることが多い
・�実費：段ボール等の梱包資材費や、道幅が狭くト

ラックが入れない場合の作業料など
・�附帯サービス料：エアコンの取り外し・取り付け、

家具の組み立てなどの料金
　いくつかの事業者から見積書を取り、総額だけで
なく、トラックの種類や台数、作業員数、実費や附
帯サービス料の内容などを比較検討することが大事
です。見積書とあわせて提示される引越約款には、
延期やキャンセルする場合の手数料について明記さ
れているので、受け取ったら必ず目を通してくださ
い。
　荷造りが引っ越し当日の朝までに終わっていない
と、作業に遅れが生じたり追加費用が発生すること
もあるので、単身であれば１週間、家族であれば２
週間ほど前から荷造りを始めて、新生活に向けて計
画的に準備しましょう。

　町では、悪質商法による被害や、契約の際のトラブル
などの消費生活に関する相談を受け付けています。相談
内容により問題解決の助言や情報提供を行い、必要に応
じてあっせんなども行っています。�

　

問遠軽町消費生活相談窓口（商工観光課）
☎42‐4819
※各支所でも相談を受け付けています。

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

■
町
へ（
か
っ
こ
内
目
的
）

・
旭
川
市

　
後
藤
政
明
様

　

�

亡
き
母
が
生
前
、
町
に
お
世
話
に
な
っ

た
お
礼
と
し
て

　

５
万
円（
ま
ち
づ
く
り
振
興
資
金
）

■
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

令
和
６
年
度
累
計（
１
月
末
現
在
）

１
万
１
９
１
８
件

１
億
６
６
４
３
万
８
千
円

遠
軽
町
季
節
労
働
者
生
活
資

金
貸
付
制
度
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
町
内
に
居
住
す
る
季
節
労
働

者
に
対
し
、
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
の

資
金
貸
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
（
以
下
の
要
件
を
全
て
満
た
し

て
い
る
方
）

①�

雇
用
保
険
法
に
基
づ
く
特
例
一
時
金
を

受
給
し
て
い
る
方

②�

生
計
を
維
持
す
る
世
帯
主
ま
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
方

③�

原
則
と
し
て
扶
養
親
族
の
あ
る
方

■
貸
付
限
度
額

　

１
世
帯
に
つ
き
、
18
万
円
以
内

■
貸
付
利
子　

町
が
全
額
負
担

■
償
還
期
間　

６
月
１
日
～
11
月
30
日

■
連
帯
保
証
人

　

町
内
に
居
住
し
、
金
融
機
関
が
認
め
た

方
が
１
人
必
要
で
す
。

■
取
扱
金
融
機
関

北
海
道
労
働
金
庫
北
見
支
店
遠
軽
出
張
所

ま
た
は
遠
軽
信
用
金
庫
本
支
店

■
申
込
期
日　

４
月
30
日（
水
）ま
で

※�

借
入
に
あ
た
っ
て
は
、
金
融
機
関
に
よ

る
審
査
が
あ
り
ま
す
。
審
査
の
結
果
に

よ
っ
て
は
、
貸
付
け
が
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
・

問
商
工
観
光
課
☎
42
‐
４
８
１
９
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vol.11地域医療のこと地域医療のこともっと知ろう
もっと知ろう

　遠軽町・佐呂間町・湧別町により、遠軽厚生病院の医師確保対策とし
て、ＹｏｕＴｕｂｅ動画を作成いただきましたのでご紹介します。ぜひ
ご視聴ください。動画はこちらからご覧いただけます。

■遠軽町ｰ第１弾【ー都会からの移住者】
夫婦で北海道へ移住！？／農家民宿を運営！？／世界中からボランティアを受け入れ！？／北
海道の遠軽町へ移住した夫婦のリアルにカンニング竹山が迫る！

■遠軽町ｰ第２弾【ー５人の子を育てる町の愛されパン屋】
家族とパン屋さんが宝物！？│遠軽町は大切なモノを育ててくれる！│北海道の遠軽町でパン
屋さんを営む５人のママへカンニング竹山が迫ります！

■遠軽町ｰ第３弾【ー出産･子育てのリアル】

竹山が赤ちゃんに囲まれる！？│田舎でしかできない子育て│遠軽町は安心して子育てができ
る町！│北海道の遠軽町で子育てのリアルにカンニング竹山が迫ります！

■遠軽町ｰ第４弾【ー町の守護神･遠軽町厚生病院 病院長の人生】

10年歩んだ患者との絆│年間1,200台の救急車を受け入れ！？│町が医師としての使命感を与

えてくれた│町の医療を守る病院長の人生にカンニング竹山が迫ります！

■遠軽町ｰ第５弾【ー子を産めないで何が地方創生だ！／遠軽町 町長の人生】
全国出場の強豪校を町がサポート！？│医療と教育で町を守る！│北海道が日本の食料安全を

支える！│町長の熱い想いと人生にカンニング竹山が迫ります！
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学学ぼう！ぼう！国国民年金民年金

国民年金のお問い合わせは　北見年金事務所☎0157‐25‐8703　住民生活課☎42‐4812
または各支所　生田原支所☎45‐2011　丸瀬布支所☎47‐2211　白滝支所☎48‐2211

年金事務相談を　　　　
　　ご利用ください　　

　北見年金事務所では、２か月に１回年金事務相談

を開催し、年金相談や手続を行っています。

　予約制で行いますので、利用される方は相談日の

１か月前から１週間前までにご予約ください。

　日時や場所は、次のとおりです。

　皆さん、どうぞご利用ください。

■日時　３月13日（木）　10:00～16:00

※次回の相談日は５月15日（木）です。

■場所　保健福祉総合センター（げんき21）

■予約・問い合わせ

　北見年金事務所お客様相談室

　☎0157‐25‐8703

※音声ガイダンスに従って「お客様相談室」につない

でください。

気になる

ことは…

障
害
基
礎
年
金
と
は

　

障
害
基
礎
年
金
は
、
病
気
や
け
が
で

障
が
い
者
に
な
っ
た
と
き
に
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
年
金
で
す
。
次
の
３
つ
の

場
合
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
受
給
の
条

件
が
異
な
り
ま
す
。

①�
国
民
年
金
加
入
中
に
初
診
日
の
あ
る

病
気
・
け
が
で
障
が
い
者
に
な
っ
た

と
き
。

②�

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
60
歳
以

上
65
歳
未
満
の
方
で
、
日
本
国
内
に

住
所
が
あ
る
方
が
障
が
い
者
に
な
っ

た
と
き
。

③�

20
歳
に
な
る
前
に
初
診
日
が
あ
り
、

そ
の
後
障
が
い
者
に
な
っ
た
と
き
。

■
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
の
条
件

【
①
、
②
の
場
合
】

・�

障
害
認
定
日
に
、
政
令
で
定
め
ら
れ

た
「
１
級
」
ま
た
は
「
２
級
」
の
障
害
に

該
当
し
て
い
る
こ
と
。（
身
体
障
害
者

手
帳
の
等
級
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※�

障
害
認
定
日
と
は
、
障
害
の
原
因
と

な
っ
た
傷
病
の
初
診
日
か
ら
１
年
６

か
月
経
過
し
た
日
、
ま
た
は
、
そ
れ

以
前
に
症
状
が
固
定
し
た
時
は
そ
の

日
を
指
し
ま
す
。

・�

初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の

年
金
加
入
期
間
に
つ
い
て
、
３
分
の

２
以
上
の
保
険
料
が
納
付
、
ま
た
は

免
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
も
し
く
は
、

初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の

１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ

と（
初
診
日
が
令
和
８
年
３
月
31
日

ま
で
に
あ
る
場
合
の
み
）。

【
③
の
場
合
】

・�

障
害
認
定
日
が
20
歳
に
な
る
前
の
場

合
は
、
20
歳
に
達
し
た
と
き
に
障
害

の
程
度
が
「
１
級
」ま
た
は
「
２
級
」に

該
当
し
て
い
る
と
支
給
さ
れ
ま
す
。

・�

障
害
認
定
日
が
20
歳
以
後
に
あ
る
場

合
は
、
障
害
認
定
日
に
障
害
の
程
度

が
「
１
級
」ま
た
は
「
２
級
」に
該
当
し

て
い
る
と
支
給
さ
れ
ま
す
。

※�

初
診
日
が
20
歳
に
な
る
前
の
場
合
は
、

本
人
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
特
別
障
害
給
付
金
制
度

　

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
と
、
特
別
障
害
給
付
金

制
度
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
原
則
と
し

て
65
歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
請

求
の
手
続
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

①�

平
成
３
年
３
月
以
前
に
国
民
年
金
任

意
加
入
対
象
者
で
あ
っ
た
学
生
の
方
。

（
夜
間
・
定
時
制
・
通
信
制
を
除
く
）

②�

昭
和
61
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任

意
加
入
対
象
者
で
あ
り
、
厚
生
年
金

等
に
加
入
し
て
い
た
方
の
配
偶
者

で
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い

な
か
っ
た
期
間
内
に
初
診
日
が
あ
り
、

現
在
、
障
害
基
礎
年
金
の
対
象
と
な

る
「
１
級
」ま
た
は
「
２
級
」に
相
当
す

る
障
害
に
該
当
す
る
方
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
民
年

金
手
続
の
電
子
申
請
が
で
き

ま
す

　

電
子
申
請
に
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

の
利
用
者
登
録
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

■
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
利
用
者
登
録
に
必

要
な
も
の

・�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ

た
際
に
設
定
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド

　

年
金
の
手
続
き
は
、
国
民
年
金
被
保

険
者
の
資
格
取
得（
種
別
変
更
）の
届
出
、

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申

請
お
よ
び
学
生
納
付
特
例
申
請
の
電
子

申
請
が
可
能
で
す
。

　

詳
し
い
登
録
・
申
請
方
法
に
つ
き
ま

し
て
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
s
://w

w
w
.n
e
n
k
in
.g
o
.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
電
子
申
請
の
メ
リ
ッ
ト

・�

時
間
に
と
ら
わ
れ
ず
24
時
間
届
出
で

き
ま
す
。
夜
間
や
休
日
で
も
届
出
で

き
ま
す
。

・�

自
宅
や
職
場
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
て
ど
こ
で
も
届
出
で
き
ま
す
。

・�

届
出
す
る
際
の
移
動
時
間
や
待
ち
時

間
が
あ
り
ま
せ
ん
。
郵
送
コ
ス
ト
な

ど
の
削
減
が
期
待
で
き
ま
す
。
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れ
し
く
、
チ
ー
ズ
の
需
要
が
こ
れ
だ
け

あ
る
の
だ
と
感
じ
取
れ
た
２
日
間
で
し

た
。

　

早
い
も
の
で
今
年
の
３
月
で
任
期
満

了
と
な
り
、
協
力
隊
を
卒
業
し
ま
す
。

そ
こ
で
現
在
、
日
永
隊
員
が
開
催
中

の
「
え
ん
が
る
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
最
終
週
、
３
月
８
日（
土
）・
９

日
（
日
）
に
メ
ト
ロ
プ
ラ
ザ
交
流
ホ
ー
ル

に
て
、
遠
軽
町
お
よ
び
オ
ホ
ー
ツ
ク
エ

リ
ア
の
チ
ー
ズ
の
食
べ
比
べ
が
楽
し
め

る
カ
フ
ェ
を
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
併
せ
て
チ
ー
ズ
の
特
別
販
売
も

行
う
予
定
で
す
。
皆
様
に
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
素
敵
な
催
し
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
に
お
越
し

い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

遠
軽
町
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
！　

　

今
年
直
木
賞
を
受
賞
し
た
、
伊
予
原

新
さ
ん
の
『
藍
を
継
ぐ
海
』
に
収
録
さ
れ

た
短
編
『
星
隕お

つ
駅
逓
』
。
遠
軽
町
が
舞

台
と
い
う
こ
と
で
お
読
み
に
な
ら
れ
た

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
分
の
住
む
地
域
が
小
説
に
な
る
な
ん

て
素
敵
な
こ
と
で
す
ね
！
隕
石
の
こ
と

や
入
植
時
の
ア
イ
ヌ
と
の
交
流
の
話
な

ど
、
現
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
う
ま
く

融
合
し
て
い
て
「
ど
こ
ま
で
が
事
実
な

ん
だ
ろ
う
？
」
と
気
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
町
の
歴
史
に
詳
し
い
方
、
誰

か
教
え
て
く
だ
さ
い
！
（
笑
）

　

さ
て
、
昨
年
の
話
に
な
り
ま
す
が
、

「
道
の
駅
遠
軽
森
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
５
周

年
感
謝
フ
ェ
ア
」
に
足
を
お
運
び
い
た

だ
い
た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
長
谷
川
隊
員
と
共
に
企
画

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
私
は
遠
軽
の
チ
ー

ズ
工
房
を
は
じ
め
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
エ
リ

ア
の
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ー
ズ
工
房
の
チ
ー

ズ
を
特
別
販
売
。
ハ
ー
ド
、
ウ
ォ
ッ

シ
ュ
、
ブ
ル
ー
な
ど
通
常
、
道
の
駅
で

は
置
い
て
い
な
い
も
の
も
含
め
、
20
種

類
以
上
を
ご
用
意
し
、
有
難
い
こ
と
に

全
て
完
売
！
多
く
の
皆
様
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
本
当
に
う

　地域おこし協力隊とし
て活動する隊員の活動記
録をご紹介します。地域おこし協力隊えんがる探訪記

商
工
観
光
課

荒あ

ら

た田
真ま

き紀
　
隊
員

Ⓡ

のじゃがいも料理

第10回銅賞レシピ

大久保さんのラザニア風
じゃがいもとかぼちゃの重ね焼き

材料（４人分）

作り方（調理時間40分）

じゃがリンズ
　

問事務局:えんゆう農協白滝支所☎48‐2311

「じゃがリンピック」は
遠軽町白滝で開催されている
じゃがいも料理コンテストです

１１

３３

２２ かぼちゃは５㎜幅の細切りにし、電子レンジで５分加熱する。
オーブンは250℃に余熱しておく。

大きめの耐熱皿にホワイトソースを半量入れ平らにする。そ
の上にじゃがいもを半量並べ、ミートソース缶を半量均等に
のせ、かぼちゃを全量その上に敷きつめる。チーズを半量全
体にちらす。

４４ 残りのホワイトソース・じゃがいも・ミートソース・チーズ
を順に重ねオーブンで20分焼く。

じゃがいもは洗って丸ごと１つずつラップに包み、電子レン
ジで10分加熱する。柔らかくなったら、皮をむいて７㎜幅
の厚さの輪切りにする。

市販の缶詰を使い、誰でも簡単においしく作れます。

じゃがいも　　　　　　　　　中４個
かぼちゃ　　　　　　　　　　200ｇ
ミートソース　　　　１缶（約290ｇ）
ホワイトソース　　　１缶（約290ｇ）
ピザ用チーズ　　　　　　　　150ｇ
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ジオサイト紹介～合気道ゆかりの地～

【撮影：佐藤雅彦氏】

　合気道は、植芝盛平翁が日本伝統の武術を極め、さらに厳しい精神的修行を経

て創始した現代武道です。

　植芝盛平翁は、1912年（明治45年）春、和歌山県の北海道開拓移住団体54戸の

団長として白滝地域に入植しました。当時の白滝は未開の地であり、開墾には多

くの困難がともなったことが伝えられています。盛平翁は、持ち前の強靭な肉体

でこの困難を克服し、現在の白滝の礎を築き上げました。数々の偉業を成し、上

湧別村（当時）の村議会議員の任に就いた翁は、人々から「白滝王」と呼ばれ尊敬さ

れていました。

　また、大東流柔術の達人、武田惣角氏と出会い、合気

道の基礎を確立していったのも白滝の地であったことが

伝えられています。

　白滝開拓の父であり、その生涯を合気道の成就に捧げ

た植芝盛平翁の偉業を後世に伝えるため、入植地である

上白滝地区には、合気道「ゆかりの地」の石碑が建立され

ています。

　現在、白滝地域には、翁直筆の掛け軸がもたらされ、

愛用していたと伝わる鉄扇も残されています。これらは

白滝ジオパーク交流センターにて展示されています。 ▲合気道ゆかりの地

▶
ゆ
る
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ャ
ラ
大
集
合

▶
黒
曜
石
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り

▶
オ
ホ
ー
ツ
ク
フ
ェ
ア
チ
ラ
シ
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●休日当番医
月　　日 内　　科 外　　科

３月２日（日）
コスモスクリニック

☎42 ‐ 2700
曽我病院

☎01586‐2‐2001

３月９日（日）
みずしま内科クリニック

☎42 ‐ 3214
遠軽共立医院

☎42 ‐ 5215

３月16日（日）
瀧本皮膚科クリニック

☎42 ‐ 8048
遠軽厚生病院

☎42 ‐ 4101

３月20日（木）
遠軽厚生病院

☎42 ‐ 4101
遠軽厚生病院

☎42 ‐ 4101

３月23日（日）
はやかわクリニック

☎49 ‐ 2525
遠軽厚生病院

☎42 ‐ 4101

３月30日（日）
遠軽厚生病院

☎42 ‐ 4101
遠軽厚生病院

☎42 ‐ 4101

４日（火）　ＢＣＧ予防接種（13:30～・げんき21）

12日（水）　１歳６か月児健診（13:00～・げんき21）

　　　　　４か月児健診（13:20～・げんき21）

19日（水）　３歳児健診（13:00～・げんき21）

　　　　　１歳児健診（13:20～・げんき21）

●３月　健診 ・検診 ・予防接種

３日（月）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

５日（水）　赤ちゃんひろば（10:00～・げんき21）

７日（金）　げんきひろば（10:00～・キッズメトロ）

10日（月）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

12日（水）　赤ちゃんひろば（10:00～・げんき21）

14日（金）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

17日（月）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

19日（水）　赤ちゃんひろば（10:00～・げんき21）

　　　　　離乳食講座（10:30～・げんき21）

21日（金）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

24日（月）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

27日（木）　すこやか親子相談・妊産婦相談

　　　　　（10:00～・げんき21）

28日（金）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

31日（月）　げんきひろば（10:00～・げんき21）

●３月　健康相談 ・育児学級

４日（火）　ちゅうりっぷ教室（10:00～・総合体育館）

12日（水）　桜教室（10:00～・げんき21）

　　　　　藤教室（14:00～・げんき21）

13日（木）　ひまわり教室（10:00～・げんき21）

　　　　　ラベンダー教室（13:30～・げんき21）

18日（火）　ちゅうりっぷ教室（10:00～・げんき21）

19日（水）　コスモス教室（10:00～・総合体育館）

　　　　　おとこ組（13:30～・総合体育館）

26日（水）　桜教室・藤教室合同（10:30～・げんき21）

●３月　健康運動教室等

●移動図書館車　やまなみ号

【Ａコース】

日　程 時　間 場　所

３月11日（火） 12:40～13:00 東小学校

３月12日（水）
10:05～10:25 安国小学校

12:35～13:00 生田原小学校

３月13日（木）
３月27日（木）

12:45～13:05 丸瀬布小学校（27日休止）

15:15～15:30 遠軽新聞社横

15:35～15:50 にし児童館

３月７日（金）
３月21日（金）

12:55～13:35 望の岡分校

15:05～15:20 寿町自衛隊官舎

15:25～15:40 みなみ児童館

【Ｂコース】

日　程 時　間 場　所

３月４日（火）
３月18日（火）

10:10～10:25 遠軽小学校

12:35～12:50 南小学校

15:25～15:40 ひがし児童館

３月５日（水）
３月19日（水）

11:00～11:20 ほのぼの

12:30～12:50 白滝支所前

13:00～13:20 白滝小学校

生田原図書館
３日（月）・10日（月）・17日（月）

20日（木）・24日（月）・31日（月）

丸瀬布図書室
２日（日）・９日（日）・16日（日）

20日（木）・23日(日)・30日（日）

丸瀬布昆虫生態館
４日（火）・11日（火）18日（火）
25日（火）

埋蔵文化財センター
白滝ジオパーク交流センター
白滝図書室

連日開館

土日・休日の開館時間は

10:00～16:00

3月3月
体育施設体育施設

文化施設文化施設

休館日休館日

総合体育館、えんがる温水プ
ール、東体育館、豊里体育
館、高齢者スポーツセンタ
ー、遠軽町武道館、遠軽コミ
セン、社名淵体育館、瀬戸瀬
コミセン、キッズメトロ

３日（月）・10日（月）・17日（月）

24日（月）・31日（月）

遠軽町郷土館
生田原スポーツセンター

３日（月）・10日（月）・17日（月）
21日（金）・24日(月)・31日（月）

遠軽町図書館
３日（月）・10日（月）・17日（月）
24日（月）・28日（金）・31日（月）

丸瀬布郷土資料館 冬季休館
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  月３
みんなのカレンダーみんなのカレンダー

 運転免許 運転免許

 更新時講習 更新時講習

問合せ先：遠軽地区交通安全協会 ☎42‐0110 内線415
会　　場：遠軽自動車学校３階第２教室「交通安全教育センター」

１日（土） 一般　13:30～ 初回　 14:40～

11日（火） 優良　13:30～ 違反　14:10～

15日（土） 優良　13:30～ 一般　14:10～

●文化 ・ スポーツ ・ イベント

1日
（土）

童話の時間（11:00～ ・ 遠軽町図書館）

2日
（日）

第５１回安国地区演芸会（13:00～ ・ 安国公民館）
第48回遠軽インドアソフトテニス大会（総合体育館）

3日
（月）

4日
（火）

5日
（水）

第４期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00～、 15:00～ ・ えんがる温水プール）

6日
（木）

シェイプアップ教室（13:30～ ・ 総合体育館）

7日
（金）

町民水泳指導（10:00～、 11:10～ ・ えんがる温水プール）
第４期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00～、 15:00～ ・ えんがる温水プール）

8日
（土）

読み聞かせ会「どろんこ」（10:00～ ・ かぜる安国）
童話の時間（11:00～ ・ 遠軽町図書館）
フットサル大会（総合体育館）【9日まで】

9日
（日）

２０２５年遠軽スイミングクラブ冬季水泳記録会兼（公財）日本水泳連盟泳力検定会
（えんがる温水プール）

10日
（月）

11日
（火）

童話の時間りとる（11:00～ ・ 遠軽町図書館）

12日
（水）

第４期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00～、 15:00～ ・ えんがる温水プール）

13日
（木）

シェイプアップ教室（13:30～ ・ 総合体育館）

14日
（金）

町民水泳指導（10:00～、 11:10～ ・ えんがる温水プール）
第４期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00～、 15:00～ ・ えんがる温水プール）

15日
（土）

絵本の読み聞かせ（10:30～ ・ 生田原図書館）
童話の時間（11:00～ ・ 遠軽町図書館）

16日
（日）

17日
（月）

18日
（火）

19日
（水）

第４期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00～、 15:00～ ・ えんがる温水プール）

20日
（木）

子ども芸術劇場「みんなでぬくぬく」（13:30～ ・ メトロプラザ）
白滝乗馬体験教室（9:30～、 11:00～ ・ まきば北海道）

21日
（金）

第４期トレーニングマシンdeシェイプアップ教室（13:00～、 15:00～ ・ えんがる温水プール）
シェイプアップ教室（13:30～ ・ 総合体育館）

22日
（土）

絵本の読み聞かせ（10:30～ ・ 丸瀬布図書室）
童話の時間（11:00～ ・ 遠軽町図書館）

23日
（日）

24日
（月）

25日
（火）

童話の時間りとる（11:00～ ・ 遠軽町図書館）
入学前幼児水泳教室（13:30～、 16:30～ ・ えんがる温水プール）【２９日まで】

26日
（水）

27日
（木）

28日
（金）

29日
（土）

童話の時間（11:00～ ・ 遠軽町図書館）

30日
（日）

31日
（月）
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タ
イ
ン

デ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

問  遠軽町図書館遠軽町図書館☎☎ 42‐363242‐3632

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

転
出
・
転
居
さ
れ
る
方
へ

転
出
・
転
居
さ
れ
る
方
へ

　

３
月
は
転
出
や
転
居
を
さ
れ
る
方

が
多
く
な
る
時
期
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
進
学
・
転
勤
な
ど
で
町

外
に
転
出
さ
れ
る
方
で
、
今
後
（
当

分
）
、
町
内
の
図
書
館
（
室
）
の
利
用

の
予
定
が
な
い
方
は
、
転
出
前
に

「
図
書
利
用
者
カ
ー
ド
」
を
お
返
し
い

た
だ
く
か
、
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
町
内
で
の
転
居
や
氏
名
・

電
話
番
号
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
も
、

忘
れ
ず
に
図
書
館
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※※祝日祝日以外の月曜日以外の月曜日
は 通 常 ど お り 休 館は 通 常 ど お り 休 館

遠軽町図書館遠軽町図書館
（大通南４丁目）（大通南４丁目）

祝日開館祝日開館

３３月月2020日（日（木木））

月末休館月末休館

３３月月2828日（金）日（金）

図
書
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

今
月
の
表
紙

広報えんがるで取り上げてほしい
特集があったら企画課まで連絡してね！

　 

※個人の感想です【伊
い と う

藤朱
あ か り

里】路地裏の二・二六【伊
い ぶ き

吹

亜
あ も ん

門】骨を喰
は

む真珠【北
きたざわ

沢陶
とう

】風待荘へようこそ【近藤史

恵】戦国千手読み【堺屋太一】天使は見えないから、描

かない【島
しまもと

本理
り お

生】目には目を【新
しんかわ

川帆
ほ た て

立】嗤
わら

う被告人

【前
まえかわ

川裕
ゆたか

】大人のための離島探訪【東京地図研究社】ＷＡ

Ｒ３つの戦争【ボブ・ウッドワード】もう困らない！墓

じまい・仏壇じまい【小西正道】日本の人魚伝説【高橋

大輔】農家が教える厄介な雑草の叩き方【農文協】体感

する仏像【村松哲文】

３月「童話の時間」３月「童話の時間」～遠軽町図書館～～遠軽町図書館～

■童話の時間
　絵本の読み聞かせ、紙芝居の後に映画を上映します。
　時間は土曜日の午前11時から30分程度で、場所は遠
軽町図書館の視聴覚室です。
１日　『あなぐまのクリーニングやさん』
８日　『のりものまん
　　　～おやっさんはすごい！』ほか
15日　『うちのウッチョパス
　　　～大バトル！スーパー三兄弟』
22日　『にんじんとごぼうとだいこん』
29日　『うっかりペネロペ
　　　～ペネロペ、スケッチをする』
■童話の時間りとる
　乳幼児向けに絵本の読み聞かせを
行います。（各日午前11時から）
３月11日（火）・25日（火）

３月「絵本の読み聞かせ」３月「絵本の読み聞かせ」
■生田原図書館
　３月15日（土）　午前10時30分から
■丸瀬布図書室
　３月22日（土）　午前10時30分から

新刊紹介新刊紹介

『嵐をこえて会いに行く』
【彩瀬　まる】

　古い友人。遠くの恋人。業界を

去った恩人。すれ違う家族。途切

れかけたつながりを、どうしたら

取り戻せるのか。大切な誰かの存

在に気づかせてくれる５つの物語

を収録。『Ｗｅｂジェイ・ノベル』

連載を改題、加筆修正し書籍化。

あなぐまのクリーニングやさんあなぐまのクリーニングやさん

にんじんとごぼうとだいこんにんじんとごぼうとだいこん


